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園児が切り干し大根作りに挑戦！園児が切り干し大根作りに挑戦！（（阿光保育園阿光保育園））

平成18年
№709 ２月号



－２－

◇市長表彰
○企業
阿久根市民病院
阿久根建設株式会社
古賀建設株式会社
北さつま漁業協同組合
○消防後援会
中央消防後援会
三笠分団後援会
尻無消防後援会
尾崎消防後援会
○救助協力
尻無濱勝弘
松永三千年
神之田求
田中正二
○優秀分団
尻無分団
○優良分団
桑原城分団
大川分団
牛之浜分団
多田分団
○永年勤続幹部退団感謝状
平田一美（鶴川内）
春田義孝（多田）
石澤勇一（三笠）
◇消防庁長官表彰（伝達）
○消防団員退職第１号報償伝達者
（25年以上）
早瀬利春（黒之瀬戸）
石澤勇一（三笠）
○消防団員退職第２号報償伝達者
（15年以上25年未満）
榎木悟（三笠）
奥平一宗（大川）
山平拓夫（黒之瀬戸）
春田義孝（多田）
平田一美（鶴川内）
尾上進（西目）
神ノ田一丸（大川）

田中正二（大川）
◇日本消防協会表彰（伝達）
○勤続章（30年）
田上洋（中央）
◇県消防協会表彰（伝達）
○功績章
神田龍太郎（本部）
白肌正（弓木野）
上鶴伸一（桑原城）
石澤正志（黒之瀬戸）
永井野勇（尾崎）
○精績章
児玉秀則（桑原城）
谷口洋一（尾崎）
尾上進（西目）
神ノ田一丸（大川）
折橋一輝（弓木野）
田上勝美（多田）
山平健吾（黒之瀬戸）
○勤続章（30年）
田上洋（中央）
○勤続章（20年）
白肌正（弓木野）
神田龍太郎（本部）
上鶴伸一（桑原城）
石澤正志（黒之瀬戸）
永井野勇（尾崎）
◇県知事表彰（伝達）
○勤続章（10年）
濱崎則和（佐潟）
牧内次雄（山下）
花田忍（赤瀬川）
青木良次（多田）
折口敏明（折口）
佐潟義彦（佐潟）
寺園聡一（山下）
尾原清美（田代）
児玉武久（桑原城）
谷口一則（桑原城）
冨吉和秀（桑原城）
奥園豊志（多田）

京田提樹（瀬之浦）
西田兼一（桐野）
竹原修身（黒之瀬戸）
◇消防協会出水支部長表彰
○勤続章（15年）
落正志（西目）
花田良一（大川）
花木達矢（大川）
中園哲朗（鶴川内）
八郷優行（黒之瀬戸）
岩崎展幸（中央）

○優良団員
貴島裕一（多田）
寺下登志嗣（三笠）
磯畑章（大川）
牟礼鉄男（牛之浜）
園田豊（中央）
猿楽浩士（中央）
新町博行（中央）
中面真幸（多田）
福田昭次（佐潟）
牛之浜幸男（牛之浜）
倉村和広（山下）

◇団長表彰
○勤続章（10年）
川畑行雄（大川）
坂元和久（赤瀬川）
篠原真也（三笠）
若松一俊（折口）
谷口幸次（尾崎）
大石幸三（鶴川内）
淵上幸一（黒之瀬戸）
別府和則（折口）
下澤克宏（古里）
濱崎行雄（佐潟）
若松栄一（山下）
中平誠一郎（多田）
石原公人（桐野）
佐潟輝久（佐潟）

無火災・無災害を願い一斉放水

新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
１
月
８
日
、
市
民
会
館
前
広
場
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
出
初
式
で
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
技
や
消
防
署

員
、
消
防
団
員
ら
に
よ
る
消
防
操
法
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
功
労
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

防防

火火
・・
防防

災災

へへ

のの

決決

意意

新新

たた

にに

―
平
成
18
年
消
防
出
初
式
―

表彰受賞者 ※敬称略
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「人員、機材異常なしY」（器械器具点検）

火の用心を呼びかける可愛らしい演技（幼年消防クラブ）

南方神社で放水訓練する消防署員

■春季火災予防運動について■春季火災予防運動について

春季火災予防運動が３月１日dから７日cまでの７日間

実施されます。この季節は火を使う機会が多くなり、空気

も乾燥しますので、火を使う際には十分注意しましょう。

火を使う時は、その場を離れない

火を消した時は、完全に消えていることを確認する

風が強い時は、たき火をしない

出かける前や寝る前に火の元を確かめる

【防火標語】あなたです　火のあるくらしの　見はり役

■住宅用火災警報器について■住宅用火災警報器について

住宅火災による死者を減少させるために住宅用火災警報

器等の設置が義務付けられました！

【新築の住宅】平成18年６月１日から

【既存の住宅】平成23年５月31日までに

住宅火災による死者のほとんどは逃げ遅れによるもので

す。住宅用火災警報器等は、熱や煙を感知して居住者に警

報音で火災の発生を知らせる機器です。住宅用火災警報器

等を設置する場所は、国の基準では「寝室」や「階段」と

定められています。

＊各地で悪質な訪問販売（不適正な価格・無理強い販売な

ど）が報告されていますのでご注意ください。

※問い合わせ先　

阿久根地区消防組合警防課予防係　1（７２）０１１９

■■動力噴霧機とメガホンをコミュニティ事業で整備動力噴霧機とメガホンをコミュニティ事業で整備

財団法人自治総合センターが行う全国宝くじ普及広報事

業による助成を活用し、自走動力噴霧機一式とメガホン30

個が市に整備されました。災害時の地域コミュニティにお

ける消火活動や情報伝達などの活用が期待されます。

災害時の情報伝達や避難誘導
に不可欠なメガホン

山火事等の災害において有効
な自走式動力噴霧機

１月26日、文化財防火デー（＊）にちなんだ防火訓練が

南方神社（波留区）で実施されました。訓練には地域住

民など約50名が参加し、避難訓練や消防署員による放水

などが行われました。

＊昭和24年１月26日、法隆寺金堂壁画が焼損する事件
が起きました。貴重な文化財を確実に次代へ受け継い
でいくため、毎年１月26日は文化財防火デーと定め
られています。

文化財を火災から守ろう！

阿久根消防署からのお知らせ



当
市
で
は
、
以
下
の
こ
と
を
基
本
に
「
阿

久
根
市
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
以
下

「
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
と
い
う
。）」
を
策

定
し
、
行
政
の
組
織
・
運
営
全
般
に
つ
い
て
、

再
度
職
場
の
総
点
検
を
行
い
、
行
財
政
改
革

を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

○
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
阿
久
根
市
行
財

政
改
革
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
（
第
三
次
阿
久

根
市
行
政
改
革
大
綱
、
同
実
施
計
画
、
第
二

次
長
期
財
政
計
画
及
び
定
員
適
正
化
計
画
の

総
称
。
以
下
「
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
と

い
う
。）
に
掲
げ
る
方
針
と
矛
盾
が
な
い
よ

う
に
し
な
が
ら
、
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

実
現
に
向
け
て
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
と

な
る
事
項
と
、
新
た
に
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン

で
取
り
組
む
事
項
を
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

○
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
地
方
公
営
企
業

（
水
道
事
業
）
に
関
す
る
こ
と
も
含
め
て
策

定
し
、
阿
久
根
市
行
政
全
体
を
一
体
的
に
改

革
し
て
い
く
た
め
の
プ
ラ
ン
と
す
る
。

○
現
在
の
各
種
計
画
に
つ
い
て
は
、
当
面
は

現
行
の
ま
ま
引
き
続
き
実
現
に
向
け
て
積
極

的
に
推
進
し
な
が
ら
、
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン

実
施
期
間
中
に
早
急
に
見
直
し
を
行
い
、
市

集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
矛
盾
の
な
い
新
た
な
各

種
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

○
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
実
施
期
間
は
、
平

成
17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
カ
年

間
と
し
、
掲
げ
て
い
る
具
体
的
な
取
組
目
標

の
期
間
内
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
推
進
す

る
。

○
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
及
び
新
た
に
策
定
す

る
各
種
計
画
に
つ
い
て
の
総
合
的
で
組
織
的

な
推
進
を
図
る
た
め
、
庁
内
の
行
政
改
革
推

進
本
部
に
お
い
て
全
庁
的
な
取
組
と
進
行
管

理
を
行
い
、
住
民
の
代
表
者
等
か
ら
な
る
行

政
改
革
推
進
委
員
会
等
の
審
議
や
意
見
等
を

踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン

の
推
進
状
況
に
つ
い
て
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
に
定
期
的
に
報
告
す
る
。

○
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、「
広
報
あ
く
ね
」

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
住
民
に

公
表
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
状
況
に
つ

い
て
も
併
せ
て
公
表
し
、
公
表
結
果
に
対
す

る
住
民
の
意
見
等
を
将
来
の
行
財
政
運
営
に

反
映
さ
せ
る
。

－４－

国
は
平
成
17
年
３
月
に
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の

た
め
の
新
た
な
指
針
」
を
策
定
し
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
よ
り
一
層

積
極
的
な
行
政
改
革
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
す
べ
て
の
地
方
自
治
体
が
計
画
期
間
や
策
定
内
容
を
統
一
し
、
具
体

的
な
数
値
目
標
を
設
定
し
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
平
成
17
年
度

中
に
住
民
に
公
表
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

阿
久
根
市
で
は
既
に
平
成
17
年
２
月
に
「
阿
久
根
市
行
財
政
改
革
チ
ャ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
」
を
策
定
公
表
し
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
定
め
行
財
政
改
革

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
国
の
策
定
し
た
指
針
に
沿
っ
た
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
と
し
て
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ささ
らら
なな
るる

行行
財財
政政
改改
革革
にに

向向
けけ
てて
YY

阿
久
根
市
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

阿
久
根
市
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン

阿
久
根
市
行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン



※
各
事
項
の
後
に
表
記
し
て
あ
る
括
弧
書
き

６
桁
の
数
字
は
「
第
三
次
阿
久
根
市
行
政

改
革
大
綱
実
施
計
画
」
の
整
理
番
号
で
す
。

新
た
な
時
代
の
変
化
に
伴
い
複
雑
・
多
様

化
す
る
市
民
の
社
会
的
要
求
や
要
望
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
、
事
務
・
事
業
に
つ
い
て

は
水
道
事
業
に
関
す
る
も
の
も
含
め
、
行
政

関
与
の
必
要
性
、
受
益
と
負
担
の
公
平
性
の

確
保
、
行
政
効
率
・
効
果
等
を
考
慮
し
、
再

編
・
整
理
、
廃
止
・
統
合
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
民
間
委
託
化
で
き
る
も
の
が
な
い
か
す

べ
て
の
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取

り
組
み
ま
す
。

a
学
校
規
模
の
適
正
化
（
１
１
０
２
０
４
）

少
子
化
に
よ
る
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に

伴
い
、
市
内
小
・
中
学
校
の
規
模
適
正
化
に

つ
い
て
研
究
・
検
討
を
す
す
め
、
統
廃
合
の

実
現
を
図
る
。

s
消
防
団
組
織
の
再
編
成（
２
１
０
３
０
１
）

現
在
の
21
分
団
を
、
１
分
団
に
つ
き
市
民

１
、
０
０
０
人
・
５
０
０
世
帯
以
上
を
管
理

目
標
と
し
、
１
車
両
８
人
体
制
を
基
本
と
し

た
大
字
単
位
の
８
分
団
に
再
編
し
統
合
、
広

域
化
す
る
。

d
支
所
、
出
張
所
の
運
営
（
１
１
０
４
０
１
）

地
域
に
密
着
し
た
施
設
で
あ
る
が
、
利
用

者
数
の
現
状
と
住
民
の
行
動
範
囲
の
拡
大
及

び
Ｉ
Ｔ
の
進
展
等
を
考
慮
し
、
職
員
等
配
置

で
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
検
討

す
る
。

f
審
議
会
等
及
び
委
員

審
議
会
や
委
員
会
は
、
そ
の
必
要
性
を
精

査
し
、
整
理
・
統
合
を
進
め
、
そ
の
構
成
委

員
等
は
必
要
最
小
限
に
努
め
、
非
常
勤
職
員

の
要
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
引
き

続
き
女
性
委
員
の
登
用
に
努
め
る
。

g
補
助
金
等
の
整
理
合
理
化

団
体
運
営
補
助
金
、
各
種
事
業
補
助
金
等

は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
を

考
慮
し
、
受
益
者
負
担
と
い
う
基
本
理
念
に

立
ち
返
り
、
次
の
よ
う
な
思
い
切
っ
た
見
直

し
を
行
う
。

ア
　
廃
止
（
１
２
０
１
０
１
）

イ
　
削
減
又
は
停
止
（
１
２
０
１
０
２
）

ウ
　
国
県
補
助
事
業
に
お
け
る
事
業
補
助
金

の
う
ち
、
市
単
独
上
乗
せ
分
の
削
減

（
１
２
０
１
０
３
）

h
受
益
者
負
担
の
見
直
し

ア
　
す
べ
て
の
施
設
に
お
け
る
使
用
料
の
見

直
し
（
１
２
０
２
０
１
）

イ
　
手
数
料
及
び
水
道
料
金
等
の
見
直
し

（
１
２
０
２
０
２
）

ウ
　
事
業
実
施
に
よ
る
受
益
者
負
担
の
見
直

し
（
１
２
０
２
０
３
）

エ
　
減
免
措
置
の
見
直
し（
１
２
０
２
０
４
）

j
行
政
評
価
制
度
の
活
用
と
各
種
事
業
の
見

直
し
（
４
２
０
１
０
１
）

す
で
に
導
入
し
て
い
る
行
政
評
価
を
積
極

的
に
活
用
し
て
費
用
対
効
果
を
検
討
し
、
事

業
の
見
直
し
及
び
廃
止
等
を
行
う
。
国
や
県

の
補
助
事
業
が
廃
止
・
統
合
さ
れ
る
中
で
、

単
独
事
業
を
含
め
す
べ
て
の
事
業
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
見
直
し
を
行
う
。

ア
　
福
祉
関
係
経
費
が
増
大
す
る
中
で
、
各

種
福
祉
事
業
の
中
で
扶
助
を
受
け
る
対

象
者
の
適
正
な
把
握
と
効
率
的
な
事
業

の
執
行
に
努
め
る
。

イ
　
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
活
性
化
対
策
を
検
討
す
る
。

ウ
　
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
を

把
握
し
、
成
果
の
上
が
っ
て
い
な
い
も

の
や
必
要
性
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は

廃
止
し
、
整
理
・
縮
小
を
行
う
。

エ
　
事
業
等
の
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
積
算

根
拠
を
厳
格
に
精
査
す
る
と
と
も
に
、

公
共
工
事
に
関
す
る
設
計
等
に
つ
い
て

は
、
極
力
内
部
設
計
を
行
う
。

k
行
政
事
務
連
絡
員
制
度
の
効
率
的
な
運
用

を
検
討
す
る
。（
１
２
０
４
０
１
）

l
事
務
の
見
直
し

ア
　
庶
務
事
務
の
見
直
し（
１
２
０
５
０
１
）

現
在
、
給
与
支
給
、
旅
費
計
算
等
は
一

元
化
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
賃
金
、

物
品
等
も
一
元
管
理
と
し
、
一
般
財
源

の
歳
出
の
縮
減
を
図
る
。
併
せ
て
、
民

間
委
託
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

イ
　
各
課
の
共
通
事
務
に
つ
い
て
は
、
次
の

よ
う
な
集
中
的
な
管
理
・
機
構
を
検
討

す
る
。

¡

税
・
公
共
料
金
等
未
納
者
情
報
等
の

一
元
化
を
図
り
、
滞
納
者
に
対
応
す

る
た
め
の
収
納
体
制
の
充
実
を
検
討

す
る
。（
１
２
０
３
０
１
・

１
２
０
３
０
２
・
１
２
０
５
０
２
）

™

各
種
証
明
書
等
の
発
行
に
つ
い
て
、

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
実

現
に
向
け
た
総
合
窓
口
の
設
置
を
検

討
す
る
。（
２
１
０
２
０
１
・

５
１
０
１
０
１
・
５
１
０
２
０
１
・

５
１
０
２
０
３
）

£

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等
の
普
及
状
況
と
費
用

対
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
証
明
書

等
の
自
動
発
行
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

検
討
す
る
。（
５
１
０
２
０
２
）

ウ
　
事
務
分
掌
の
見
直
し

前
例
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
ぐ
よ
う
な
業

務
分
担
を
廃
止
し
、
住
民
の
社
会
的
要

求
や
要
望
へ
の
的
確
な
対
応
及
び
迅
速

な
意
思
決
定
が
な
さ
れ
、
個
々
の
職
員

の
責
任
と
権
限
が
明
確
と
な
る
組
織
編

成
を
目
指
し
、
各
課
、
各
係
の
統
廃
合

を
推
進
す
る
。
併
せ
て
、
各
課
等
で
既

存
の
事
務
分
掌
の
見
直
し
を
行
い
、
年

度
ご
と
に
課
等
の
組
織
目
標
を
設
定

し
、
そ
の
目
標
に
応
じ
た
職
員
配
置
を

－５－

具

体

的

事

項

１１
　　
事事
務務
・・
事事
業業
のの
再再
編編
・・

整整
理理
、、
廃廃
止止
・・
統統
合合



行
う
。
ま
た
、
各
事
務
事
業
処
理
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

エ
　
職
員
の
健
康
管
理

人
材
活
用
を
推
進
す
る
中
で
、
職
員
の

健
康
管
理
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
特

に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
維
持
の
た
め
に
は

日
常
の
管
理
、
ケ
ア
が
必
要
で
あ
り
、

専
門
的
な
職
員
を
配
置
し
、
職
員
の
健

康
管
理
に
努
め
る
。

¡0
施
設
の
管
理
業
務
を
検
討
し
民
間
委
託
化

に
取
組
む
た
め
、
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

す
す
め
る
。

¡1
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
時
差

出
勤
制
度
等
の
導
入
へ
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
。（
２
１
０
２
０
２
）

¡2
政
策
形
成
能
力
、
創
造
的
能
力
を
有
す
る

意
欲
あ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
人
材
育

成
基
本
方
針
に
基
づ
き
明
確
な
研
修
目
標
の

も
と
に
効
果
的
な
研
修
を
推
進
し
、
施
策
の

企
画
立
案
、
実
施
に
携
わ
る
職
員
の
能
力
開

発
の
た
め
に
、
以
下
の
研
修
を
積
極
的
に
実

施
す
る
。

ア
　
一
般
研
修（
市
町
村
職
員
研
修
協
会
等
）

¡

階
層
別
研
修
（
４
１
０
１
０
１
）

™

行
政
実
務
研
修
（
４
１
０
１
０
２
）

£

専
門
研
修
（
４
１
０
１
０
３
）

¢

政
策
形
成
能
力
研
修

（
４
１
０
１
０
４
）

∞

接
遇
研
修
（
４
１
０
１
０
５
）

イ
　
派
遣
研
修

¡

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
派
遣
研
修

（
４
１
０
２
０
１
）

™

先
進
都
市
派
遣
研
修

（
４
１
０
２
０
２
）

£

県
、
他
機
関
及
び
異
業
種
へ
の
派
遣

研
修
（
４
１
０
２
０
３
）

ウ
　
自
主
研
修

¡

課
内
で
の
各
担
当
の
業
務
の
研
修

™

他
課
の
業
務
の
研
修

£

講
師
の
登
録
制
度
の
導
入

（
４
１
０
３
０
１
）

¡3
情
報
の
共
有
化
に
よ
る
業
務
改
善
や
地
域

へ
の
情
報
提
供

ア
　
行
政
内
容
の
情
報
共
有
化
の
一
層
の
推

進
を
図
り
、
パ
ソ
コ
ン
処
理
で
の
基
幹

業
務
の
精
査
を
行
い
、
支
所
・
出
張
所

の
業
務
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。

（
５
２
０
１
０
１
・
５
２
０
１
０
５
・

５
２
０
１
０
６
）

イ
　
地
域
の
情
報
化
に
取
り
組
む
。

（
５
２
０
１
０
２
）

¡4
行
政
の
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

ア
　
情
報
公
開
制
度
の
一
層
の
推
進
や
正
確

で
迅
速
な
情
報
提
供
の
充
実
に
努
め

る
。（
５
２
０
２
０
３
）

イ
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
住

民
に
市
政
を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。（
５
２
０
２
０
１
）

ウ
　
入
札
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

（
５
２
０
２
０
２
・
５
２
０
２
０
４
）

¡5
行
政
手
続
等
の
簡
素
化

ア
　
事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
積
極
的
に

進
め
、
正
確
で
迅
速
な
サ
ー
ビ
ス
体
制

を
整
え
る
。

イ
　
公
共
的
機
関
等
に
お
け
る
住
民
票
等
の

交
付
、
税
金
・
各
種
料
金
等
の
収
納
を

検
討
す
る
。（
５
２
０
３
０
１
）

当
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
民
間
委
託
化
や

指
定
管
理
者
制
度
導
入
な
ど
民
間
活
力
を
積

極
的
に
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
よ
り
一
層

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
と
業
務
の
効

率
化
を
図
る
た
め
に
、
今
後
も
民
間
委
託
、

指
定
管
理
者
制
度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
民
営
化
、
民

間
化
等
を
積
極
的
に
導
入
す
る
た
め
の
検
討

を
推
進
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
取
り
組
み
ま
す
。

a
保
育
所
運
営
（
１
１
０
１
０
１
・

１
１
０
１
０
２
・
１
１
０
１
０
３
）

公
立
保
育
園
３
、
私
立
保
育
園
４
の
施
設

で
幼
児
保
育
が
、
２
幼
稚
園
で
幼
児
教
育
が

な
さ
れ
て
お
り
、
私
立
保
育
園
・
幼
稚
園
の

運
営
に
も
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
少
子
化
時
代
の
本
格
的
な
到
来

の
中
で
、
当
市
に
お
い
て
も
保
育
園
、
幼
稚

園
に
定
員
割
れ
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
国
に
お
い
て
公
立
保
育
園
に
対

す
る
補
助
金
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、
保
育
行
政
の
お
か
れ
て
い
る
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
考
慮
し
、
公
立
保
育
園
に
つ
い
て
は
公

設
民
営
化
又
は
民
間
化
等
の
民
間
活
力
の
導

入
を
検
討
す
る
。

s
公
立
学
校
運
営

ア
　
学
校
図
書
館
（
室
）
の
運
営

（
１
１
０
２
０
１
・
１
１
０
３
０
２
）

全
国
の
小
・
中
学
校
で
読
書
推
進
活
動

が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
当
市
に
お
い
て
も
、

図
書
の
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
を

配
置
し
、
児
童
生
徒
の
読
書
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
図
書
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
に
、
市
立
図
書
館
を
拠
点
と
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る
。
そ
の

た
め
に
、
有
資
格
嘱
託
職
員
配
置
及
び

委
託
化
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
。

イ
　
学
校
給
食
（
１
１
０
２
０
２
）

平
成
14
年
４
月
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
は
市

立
学
校
の
給
食
は
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
か

ら
配
送
さ
れ
た
。
今
後
は
、
平
成
21
年

度
を
め
ど
に
民
間
委
託
化
の
実
現
に
向

け
た
検
討
を
推
進
す
る
。

ウ
　
学
校
用
務
員
制
度
（
１
１
０
２
０
３
）

学
校
用
務
員
は
、
全
校
に
職
員
又
は
嘱

託
・
臨
時
職
員
を
配
置
し
て
き
て
い
る

が
、
学
校
の
安
全
確
保
を
図
り
、
さ
ら

－６－

２２
　　
民民
間間
委委
託託
のの
推推
進進
（（
指指

定定
管管
理理
者者
制制
度度
のの
活活
用用

をを
含含
むむ
））



に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
、
将
来
は
委
託
化
を
検

討
す
る
。

d
公
用
車
の
運
行
（
１
１
０
５
０
１
・

１
１
０
５
０
２
）

旅
費
削
減
の
た
め
職
員
自
ら
運
転
で
き
る

公
用
車
両
台
数
の
確
保
を
図
り
、
利
用
促
進

に
努
め
る
。
ま
た
、
特
殊
車
両
等
に
つ
い
て

は
、
必
要
最
低
台
数
を
保
有
し
、
運
転
業
務

は
委
託
化
を
検
討
す
る
。

f
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び
栽
培
漁
業
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
委
託
化
の
検

討
を
行
う
。
ま
た
、
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
の

活
用
の
見
直
し
を
図
る
。（
６
２
０
２
０
４
・

６
２
０
２
０
５
・
６
２
０
２
０
６
）

g
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
公
共
事
業
の
導
入
を

検
討
す
る
。

h
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運
営

市
有
施
設
等
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い
て

は
、
市
民
福
祉
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
を

図
る
視
点
か
ら
、
計
画
等
に
つ
い
て
十
分
な

検
討
を
行
い
、
そ
の
設
置
目
的
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

効
率
的
な
管
理
運
営
に
努
め
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
。

ア
　
普
通
財
産
に
つ
い
て
は
、
有
効
利
用
を

考
慮
し
売
却
等
を
含
め
て
適
正
な
財
産

管
理
に
努
め
る
。（
６
１
０
１
０
１
）

イ
　
市
有
施
設
に
関
す
る
日
常
の
保
守
管
理

等
に
つ
い
て
は
、
集
中
委
託
化
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
延
命
化
を
図

る
た
め
、
計
画
的
な
修
繕
に
努
め
る
。

（
６
２
０
１
０
１
）

ウ
　
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
複
合
的
・
多

目
的
な
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

公
の
施
設
に
あ
っ
て
は
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
積
極
的
に
検
討
す
る
。

（
６
２
０
３
０
１
）

エ
　
住
民
参
加
の
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を

図
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

等
と
の
協
働
に
よ
る
管
理
運
営
に
努
め

る
。（
６
２
０
４
０
１
）

こ
れ
ま
で
、
当
市
で
は
定
員
適
正
化
計
画

を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
き
定
員
管
理
を
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
実
施
期
間
中
に
職
員
の

大
量
退
職
を
迎
え
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
つ

つ
、
定
員
モ
デ
ル
職
員
数
や
類
似
団
体
等
職

員
数
等
と
の
比
較
検
討
を
行
い
、
引
き
続
き

計
画
的
な
職
員
数
の
抑
制
に
取
り
組
み
、
平

成
22
年
度
当
初
で
は
、
平
成
17
年
度
当
初
と

比
較
し
て
11
・
54
％
（
水
道
事
業
を
含
む
）

の
純
減
を
目
指
し
ま
す
。（
３
１
０
１
０
１
）

a
平
成
17

年
４
月
１
日
と
比
較
し
、
平
成

22
年
４
月
１
日
に
お
け
る
職
員
数
は
、
11
・

54

％
、
33

名
の
純
減
（
水
道
事
業
を
含
む
）

を
目
標
と
す
る
。

s
定
員
適
正
化
計
画
の
着
実
な
推
進
と
合
わ

せ
て
、
常
に
年
齢
別
、
分
野
別
職
員
数
等
を

把
握
し
、
適
正
な
人
員
配
置
を
目
指
す
。

d
職
員
数
の
削
減
と
合
わ
せ
て
、
住
民
の
社

会
的
要
求
や
要
望
へ
の
迅
速
で
的
確
な
対
応

を
可
能
と
す
る
組
織
編
成
を
検
討
し
、
実
現

を
目
指
す
。

f
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
実
施
期
間
中
の
定
員

適
正
化
計
画
は
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

な
お
、
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
平
成

��
年
度
で
の
実
績
に
応
じ
た
数
値
の
掲
載
と

し
た
た
め
、
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で
公
表

し
た
定
員
適
正
化
計
画
の
各
年
度
の
数
値
と

違
い
が
あ
る
。

－７－

３３
　　
定定
員員
管管
理理
のの
適適
正正
化化

���

平成��年度

���

平成��年度

���

平成��年度

���

平成��年度

���

� � �� �� ��

� � � � �

� �� �� ��� ��

� �� ��� ��� ���

��� ��� ��� ��� ���

� ����� ����� ����� ������

平成��年度

年 度 当 初

職 員 数（ 人 ）

年 度 内

退職予定者数（人）

年 度 内

採用予定者数（人）

増 減 数（ 人 ）

増減数累計（人）

年 度 末

職 員 数（ 人 ）

平成 � �年度当初

との増減率（％）

定 員 適 正 化 計定 員 適 正 化 計 画画



当
市
に
お
け
る
給
与
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
策
定
さ
れ
て
き
た
計
画
に
基
づ
き
、

全
職
員
の
12
月
延
伸
を
は
じ
め
、
退
職
時
の

特
別
昇
給
の
廃
止
、
55
歳
昇
給
停
止
の
設
定
、

特
別
職
及
び
管
理
職
の
役
職
加
算
の
減
額
、

管
理
職
手
当
の
減
額
、
特
殊
勤
務
手
当
の
一

部
廃
止
、
通
勤
手
当
・
住
居
手
当
の
見
直
し
、

さ
ら
に
特
別
職
及
び
職
員
の
給
料
の
削
減
な

ど
を
実
施
し
、
給
与
の
適
正
化
に
努
め
る
と

と
も
に
、
総
人
件
費
の
抑
制
を
図
っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
職
員
の
給
与
制
度
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
納
得
と
支
持
が
得
ら
れ
る
制

度
で
あ
る
こ
と
、
併
せ
て
そ
の
水
準
及
び
運

用
の
適
正
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
に
お
け
る
給
与
制
度
改
革
を
見
据
え

つ
つ
も
、
当
市
の
お
か
れ
て
い
る
財
政
状
況

を
十
分
考
慮
し
た
給
与
制
度
を
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

a
給
与
等
適
正
化
（
３
２
０
３
０
５
・

３
２
０
３
０
６
）

ア
　
人
事
評
価
制
度
の
導
入
を
図
り
、
業
務

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
昇
給
昇
格
制
度
の

見
直
し
を
行
う
。（
３
２
０
１
０
１
）

イ
　
各
種
手
当
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
支

給
の
是
非
を
含
め
て
、
必
要
に
応
じ
見

直
し
を
行
う
。（
３
２
０
３
０
１
・

３
２
０
３
０
２
・
３
２
０
３
０
３
）

s
定
員
・
給
与
等
の
状
況
の
公
表

定
員
・
給
与
に
つ
い
て
は
、
そ
の
状
況
を

適
時
「
広
報
あ
く
ね
」
に
掲
載
し
、
市
民
に

公
表
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
国
の
示
す
基

準
に
基
づ
き
、
よ
り
市
民
に
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
の
公
表
に
努
め
、
併
せ
て
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
に
よ
る
公
表
を
行
う
。

d
福
利
厚
生
事
業

当
市
に
お
け
る
職
員
の
福
利
厚
生
事
業

は
、
主
に
職
員
の
会
費
と
市
か
ら
の
負
担
金

で
運
営
し
て
い
る
職
員
互
助
会
に
お
い
て
事

業
を
す
す
め
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
理
解
と
支
持
が
得
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
、

事
業
内
容
の
公
表
を
積
極
的
に
行
い
、
引
き

続
き
適
正
な
事
業
の
実
施
に
取
り
組
む
。

第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
そ
の
時
々
の
時
代
背

景
か
ら
生
じ
た
要
請
を
受
け
て
設
立
さ
れ
、

市
の
行
政
政
策
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
の
一
つ
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
日

で
は
、
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
指
定
管
理

者
制
度
が
導
入
さ
れ
、
公
の
施
設
の
管
理
に

民
間
事
業
者
等
の
参
入
も
可
能
に
な
る
な

ど
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

き
く
変
化
し
、
事
業
基
盤
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
第
三

セ
ク
タ
ー
そ
の
も
の
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

当
市
で
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
役
割
等
を

再
検
討
し
、
課
題
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

市
の
関
与
の
あ
り
方
も
含
め
て
、
必
要
に
応

じ
見
直
し
を
す
す
め
ま
す
。
な
お
、
当
市
に

お
け
る
関
与
法
人
（
出
資
比
率
25
％
以
上
の

法
人
）
の
内
訳
は
平
成
16
年
度
末
時
点
で
は
、

「
財
団
法
人
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ

く
り
公
社
」（
出
資
比
率
１
０
０
％
）、「
株
式

会
社
阿
久
根
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー
」（
出
資

比
率
44
・
７
％
）
及
び
「
阿
久
根
市
土
地
開

発
公
社
」（
地
方
公
社
）
の
３
団
体
で
す
。

〈
各
団
体
共
通
事
項
〉

a
外
部
監
査
等
の
導
入

外
部
に
よ
る
監
査
体
制
の
導
入
を
検
討

し
、
常
に
正
確
な
経
営
状
況
を
把
握
し
、
適

正
で
良
好
な
経
営
体
質
の
強
化
を
図
る
。

s
経
営
状
況
等
の
公
表

事
業
内
容
、
経
営
状
況
、
公
的
支
援
の
状

況
等
に
つ
い
て
は
、
議
会
へ
の
説
明
の
ほ
か
、

市
民
に
対
し
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用

す
る
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
内
容
で
の
情
報

公
開
に
努
め
る
。

d
給
与
、
役
職
員
数
の
見
直
し

各
団
体
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
経
営
状
況

等
で
は
、
給
与
、
役
職
員
数
と
も
に
過
大
、

又
は
不
適
切
で
あ
る
も
の
は
な
い
と
判
断
し

て
い
る
が
、
常
に
経
済
情
勢
等
を
把
握
し
、

情
勢
分
析
を
怠
ら
ず
、
機
に
応
じ
た
取
組
を

行
う
。

f
専
門
部
署
の
設
置

第
三
セ
ク
タ
ー
等
に
つ
い
て
の
事
業
内
容
、

経
営
状
況
等
の
把
握
及
び
民
間
譲
渡
や
完
全

民
営
化
、
組
織
機
構
の
ス
リ
ム
化
等
の
検
討

を
、
団
体
の
種
類
、
業
種
に
関
わ
ら
ず
総
合

的
に
取
り
組
む
専
門
部
署
を
市
に
設
置
す
る
。

〈
各
団
体
個
別
事
項
〉

a
財
団
法
人
阿
久
根
市
美
し
い
海
の
ま
ち
づ

く
り
公
社

ア
　
指
定
管
理
者
制
度
に
対
応
す
る
た
め
、

自
主
事
業
の
積
極
的
導
入
を
図
れ
る
体

制
づ
く
り
を
推
進
し
、
職
員
能
力
の
向

上
を
目
指
し
必
要
な
研
修
等
を
実
施
す

る
。

イ
　
市
場
競
争
原
理
の
一
層
の
導
入
を
図
る

た
め
、
事
務
局
職
員
に
民
間
事
業
者
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
人
材
の
採
用
を
検

討
す
る
。

s
阿
久
根
市
土
地
開
発
公
社

ア
　
長
期
保
有
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
市
と

協
議
の
上
、
計
画
的
で
早
急
な
処
分
を

検
討
し
、
財
務
状
況
の
健
全
性
を
維
持
、

向
上
さ
せ
る
。

イ
　
中
長
期
的
な
財
産
処
分
計
画
を
策
定

－８－

４４
　　
手手
当当
のの
総総
点点
検検
をを
はは
じじ
めめ

とと
すす
るる
給給
与与
のの
適適
正正
化化

（（
給給
料料
表表
のの
運運
用用
、、
退退
職職

手手
当当
、、
特特
殊殊
勤勤
務務
手手
当当
等等

諸諸
手手
当当
のの
見見
直直
しし
等等
））

５５
　　
第第
三三
セセ
クク
タタ
ーー
のの
見見
直直
しし



し
、
設
立
目
的
に
沿
っ
た
事
業
運
営
を

維
持
す
る
。

d
株
式
会
社
阿
久
根
食
肉
流
通
セ
ン
タ
ー

設
立
以
来
、
阿
久
根
市
に
お
け
る
畜
産
業

の
主
要
機
関
と
し
て
の
役
割
を
十
分
に
発
揮

し
、
産
業
の
振
興
及
び
地
域
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
現
状
を
、
今
後
も
維
持
し
、
さ
ら

に
向
上
す
る
た
め
、
引
き
続
き
連
携
を
強
化

し
事
業
の
推
進
を
図
る
。

当
市
で
は
、
第
三
次
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
を
平
成
17
年
２
月
に
策
定
し
、
行
政
改

革
を
推
進
す
る
上
で
の
経
費
節
減
等
に
お
け

る
財
政
効
果
見
込
額
を
算
定
し
、
そ
の
内
容

を
市
民
に
も
公
表
し
て
取
組
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、

こ
の
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
財
政
効
果
見
込

額
の
達
成
と
拡
大
を
目
指
し
て
、
よ
り
一
層

の
取
組
を
強
化
し
ま
す
。

a
地
方
公
営
企
業
の
健
全
化

当
市
に
お
け
る
地
方
公
営
企
業
は
、
指
定

管
理
者
制
度
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
、
民
間
委
託
等

の
民
間
的
経
営
手
法
導
入
の
是
非
を
含
め
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
適
切
に
と
ら
え
た

上
で
、
地
方
公
営
企
業
と
し
て
自
治
体
が
直

接
実
施
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。
ま
た
、
ど
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
よ
り

一
層
の
自
立
性
の
強
化
と
経
営
の
健
全
化
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。

ア
　
中
期
経
営
計
画
を
策
定
す
る
。

イ
　
特
別
催
告
、
夜
間
徴
収
等
を
実
施
し
収

益
確
保
に
努
め
る
。

ウ
　
施
設
管
理
業
務
の
委
託
化

エ
　
包
括
的
な
業
務
委
託
等
の
導
入
に
よ
る

効
率
化
の
検
討

オ
　
安
定
供
給
の
た
め
に
必
要
な
水
道
料
金

の
改
定

カ
　
組
織
体
制
の
見
直
し

キ
　
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
と
水
道
配
管
図
等

を
電
子
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
事
務

の
効
率
化
、
経
費
の
削
減
を
推
進
す
る
。

（
１
２
０
５
０
３
・
５
２
０
１
０
４
）

s
地
域
協
働
の
推
進

区
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
地
域

住
民
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
に
対
す
る
援
助

や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど
、
活
動
主
体
と
の

連
携
、
協
力
を
積
極
的
に
取
り
組
む
。

＊
「
阿
久
根
市
行
財
政
改
革
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
」
や
、
今
回
掲
載
し
た
「
阿
久
根
市
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
な
ど
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

行
政
改
革
推
進
室

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
６
１
１
）

－９－

６６
　　
経経
費費
節節
減減
等等
のの
財財
政政
効効
果果

７７
　　
そそ
のの
他他

指定管理者制度とは、多様化する住民要望に効果的、効率的に対応するために、民間事業者のもつ技術

や経験などを広く活用し、サービス向上、行政コスト縮減を目的として、ＮＰＯや株式会社等の民間事業

者も参入できる制度です。既にこの制度を活用して市立図書館と郷土資料館で指定管理者による管理運営

が実施されています。今回新たに４月１日から番所丘公園と阿久根大島公園の管理運営についても同制度

を導入します。

各施設の指定管理者は次のとおりです。

※問い合わせ先　　阿久根市　1７３－１２１１（代表電話）

【担　当　課】

★制度について　　　　　　　行政改革推進室　（内線１６１１）

★番所丘公園について　　　　都市建設課　　　（内線１１２５）

★阿久根大島公園について　　水産商工観光課　（内線１１１１）

番所丘公園・阿久根大島公園の管理運営に指定管理者制度導入

施設名 指定管理者となる団体

番所丘公園

阿久根大島公園

財団法人　阿久根市美しい海のまちづくり公社

株式会社　日本水泳振興会
番所丘公園

阿久根大島公園



犯
罪
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
、
学
校
、
公
園
や
道
路
な
ど
の
構
造
・
設

備
等
の
点
検
を
行
い
安
全
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
防
犯
設
備
の
改
善
に
向
け
た
防
犯

情
報
の
提
供
を
行
い
、
防
犯
性
の
高
い
建
物

の
普
及
を
促
し
、
犯
罪
に
強
い
ま
ち
の
環
境

を
整
備
す
る
。

a

住
宅
対
策

犯
罪
の
発
生
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
で
安

心
し
た
生
活
が
営
め
る
よ
う
、
防
犯
効
果
の

高
い
住
宅
の
普
及
に
努
め
る
。

q
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
警
察
署
に
協

力
を
求
め
な
が
ら
「
防
犯
対
策
」
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
を
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
診
断

を
促
す
な
ど
防
犯
効
果
が
向
上
す
る
よ
う
積

極
的
に
推
進
す
る
。

w
新
た
に
住
宅
を
建
設
す
る
市
民
等
に
防
犯

の
必
要
性
を
訴
え
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

す
る
と
と
も
に
、
防
犯
性
の
高
い
住
宅
の
建

設
を
促
進
す
る
。

e
共
同
住
宅
の
死
角
を
な
く
す
た
め
に
、
樹

木
の
適
正
な
植
栽
位
置
や
定
期
的
な
剪
定
を

管
理
者
に
求
め
る
と
と
も
に
、
共
用
廊
下
や

玄
関
等
に
死
角
と
な
る
物
が
置
か
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
管
理
団
体
や
入
居
者
に
協

力
を
求
め
、
見
通
し
の
確
保
に
努
め
る
。

r
別
途
定
め
る
基
準
に
基
づ
く
宅
地
開
発
に

お
い
て
は
、
事
業
者
に
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
に
立
っ
た
計
画
の
徹
底
を
図
る
。

s

事
業
・
商
業
施
設
等
の
防
犯
対
策

施
設
及
び
敷
地
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

警
察
の
協
力
を
得
て
、
地
域
で
共
同
し
て
点

検
、
検
証
し
、
店
舗
等
の
防
犯
力
を
高
め
、

安
心
し
て
買
い
物
が
で
き
る
商
店
街
づ
く
り

を
促
進
す
る
。

q
別
途
定
め
る
基
準
に
基
づ
く
建
物
を
新
築

等
す
る
場
合
、
建
築
確
認
又
は
開
発
指
導
の

事
前
協
議
の
際
に
、
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め

の
設
備
の
設
置
等
に
つ
い
て
指
導
し
、
防
犯

力
の
高
い
建
物
の
普
及
を
目
指
す
。

w
既
存
施
設
所
有
者
・
管
理
者
に
対
し
、
安

全
面
・
防
犯
面
の
対
策
を
講
ず
る
よ
う
情
報

提
供
等
に
よ
り
促
し
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に

努
め
る
よ
う
指
導
す
る
。

e
商
店
街
内
の
施
設
に
お
け
る
空
き
店
舗
に

つ
い
て
は
、
侵
入
に
よ
る
放
火
な
ど
の
危
険

性
や
青
少
年
な
ど
の
溜
ま
り
場
と
な
る
こ
と

か
ら
、
施
錠
す
る
な
ど
し
て
環
境
整
備
に
努

め
る
よ
う
指
導
す
る
。
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阿
久
根
市
安
全･

安
心
ま
ち
づ
く
り
指
針
を
策
定

阿
久
根
市
安
全･

安
心
ま
ち
づ
く
り
指
針
を
策
定

市
で
は
、「
阿
久
根
市
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
市
民
・
防
犯
団
体
・
事
業
者
・
市
・
警
察
が
主
体
的
に
進
め
て
い
る
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
尊
重
し
つ
つ
、
犯
罪
防
止
の
た
め
相
互
の
連

携
を
深
め
、
よ
り
効
果
的
、
総
合
的
な
活
動
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
策
定
さ
れ
た

も
の
で
す
。

広
報
誌
で
は
、
そ
の
基
本
指
針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
ハ
ー
ド
面
の
対
策

安全・安心まちづくり指針



r
安
心
し
て
歩
け
る
商
店
街
に
向
け
て
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や
街
路
灯
の
保
守
点

検
及
び
必
要
に
応
じ
た
修
繕
に
つ
い
て
積
極

的
に
働
き
か
け
犯
罪
の
発
生
し
に
く
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
る
。

d

道
路
・
公
園
等
の
安
全
対
策

公
園
、
通
学
路
な
ど
、
暗
く
見
通
し
の
悪

い
場
所
は
な
い
か
、
危
険
な
箇
所
は
な
い
か
、

犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
点
検
し
て
安
全
を
確

保
す
る
。

q
集
落
等
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
に
つ
い

て
、
増
設
へ
の
支
援
及
び
効
果
的
な
配
置
な

ど
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。

w
公
共
的
な
公
衆
ト
イ
レ
を
清
潔
に
保
ち
夜

間
は
周
辺
を
明
る
く
す
る
な
ど
、
環
境
整
備

に
努
め
る
。

e
ひ
っ
た
く
り
な
ど
の
犯
罪
を
未
然
に
防
止

し
、
歩
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
、
歩
道
さ
く
、
植
栽
な
ど
に
よ
り

歩
道
と
車
道
と
を
分
離
す
る
よ
う
努
め
る
。

r
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
を
剪
定
す
る
と
と

も
に
、
街
路
灯
・
照
明
灯
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
道
路
や
公
園
の
見
通
し
を
確
保
し
、

犯
罪
の
発
生
し
に
く
い
環
境
に
努
め
る
。

f

公
共
施
設
の
安
全
点
検

小
中
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
に

つ
い
て
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
点
検
を
行

い
、
安
全
の
確
保
に
努
め
る
。
併
せ
て
施
設

管
理
面
か
ら
も
安
全
性
の
向
上
に
努
め
る
。

q
小
中
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
に

つ
い
て
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
点
検
を
行

い
安
全
の
確
保
に
努
め
る
。
併
せ
て
施
設
管

理
面
か
ら
も
安
全
性
の
向
上
に
努
め
る
。

ま
た
、
犯
罪
性
の
高
い
道
路
等
の
環
境
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
公
園
、
通
学
路
な
ど
、

暗
く
見
通
し
の
悪
い
場
所
は
な
い
か
、
危
険

な
個
所
は
な
い
か
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら

点
検
し
て
安
全
を
確
保
す
る
。

w
市
内
小
中
学
校
に
あ
っ
て
は
防
犯
対
策
に

考
慮
し
た
設
備
の
改
修
に
努
め
、
学
校
の
安

全
を
確
保
す
る
。

e
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
随
時
防
犯
に
関

す
る
安
全
点
検
を
実
施
し
、
犯
罪
発
生
時
の

対
策
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
な
ど
、

市
民
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
犯

罪
の
未
然
防
止
、
危
険
回
避
、
拡
大
の
防
止

を
図
る
。

r
幼
稚
園
、
保
育
園
、
児
童
館
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、
出
入
口
を
施
錠
す

る
よ
う
心
が
け
、
可
能
な
限
り
玄
関
脇
に
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
を
設
置
す
る
か
、
事
務
室
を
見

通
し
の
き
く
場
所
に
配
置
す
る
な
ど
し
て
、

不
審
者
の
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
指
導
す

る
。

t
通
報
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
施
設
に
あ

っ
て
は
、
定
期
的
に
訓
練
を
実
施
し
、
職
員

に
同
通
報
装
置
シ
ス
テ
ム
を
熟
知
さ
せ
、
突

発
的
な
事
態
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
徹

底
す
る
。

犯
罪
を
防
ぐ
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
防
犯

意
識
の
向
上
と
地
域
あ
げ
て
の
取
組
が
不
可

欠
で
あ
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

を
生
か
し
た
運
動
の
展
開
に
よ
り
防
犯
に
対

す
る
地
域
力
の
向
上
を
図
る
。

a

防
犯
意
識
の
向
上

q
高
齢
者
、
障
害
者
に
対
す
る
防
犯
対
策
の

推
進高

齢
者
や
障
害
者
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め

に
、
地
域
の
支
援
者
の
協
力
を
得
て
、
防
犯

に
関
す
る
助
言
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
、

防
犯
意
識
の
向
上
を
図
る
。

○
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
活
用
し
て

の
防
犯
に
関
す
る
情
報
提
供
や
助
言

○
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
に
対
す
る
相
談
の
実
施

○
訪
問
ふ
れ
あ
い
員
に
よ
る
高
齢
者
に
対
す

る
防
犯
に
関
す
る
情
報
提
供
や
助
言

○
「
電
話
相
談
事
業
」
に
よ
り
高
齢
者
に
対

す
る
防
犯
に
関
す
る
情
報
提
供
や
助
言

○
訓
練
等
施
設
職
員
や
障
害
者
相
談
員
に
よ

る
障
害
者
に
対
す
る
防
犯
情
報
の
提
供
や

助
言

w
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
防
止
対
策
の
推
進

性
犯
罪
、
買
売
春
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、
女
性
の
基
本
的
人
権

を
侵
害
し
自
由
を
制
約
す
る
暴
力
に
つ
い

て
、
防
止
の
た
め
の
正
し
い
認
識
の
普
及
･

啓
発
を
行
い
、
意
識
の
向
上
を
図
る
。

○
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
発
生
を
防
ぐ
環
境

づ
く
り

○
被
害
女
性
の
救
済
の
た
め
、
相
談
体
制
の

整
備
と
関
係
機
関
と
の
連
携

e
防
犯
講
習
会
の
促
進

防
犯
に
関
す
る
出
前
講
座
の
開
催
を
、
集

落
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
の
団
体
に
促
す

と
と
も
に
、
警
察
と
連
携
し
な
が
ら
、
防
犯

意
識
向
上
に
向
け
た
「
防
犯
講
習
会
」
を
実

施
す
る
。

r
放
置
自
転
車
防
止
の
指
導
や
啓
発
に
努
め

る
と
と
も
に
、
短
時
間
の
買
物
な
ど
の
駐
輪

に
つ
い
て
、
商
業
者
と
連
携
し
た
対
策
を
検

討
す
る
。

s

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進

q
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
。」
と
い
う
防
犯
意
識
を
、
実
践
例
を
示

す
な
ど
し
て
醸
成
し
、
地
域
の
防
犯
力
を
高

め
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
安
全
で
安
心
で
き

る
ま
ち
の
実
現
を
図
る
。

w
市
民
活
動
活
性
化
の
啓
発
事
業
に
お
い
て
、

「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
実
践
例
を
市
民
に
紹
介
し
、
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
の
輪
を
広
げ

る
。

e
挨
拶
運
動
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
防
犯
力
を
高
め
、

犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
な
地
域
社
会
を

形
成
す
る
。
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d

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
づ
く
り

q
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
を
強
化
し
、

地
域
の
環
境
浄
化
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
大
人
自
身
が
青
少
年
の
規
範
と
な
る
よ
う

な
行
動
を
示
す
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
な
育

成
を
図
る
。

w
青
少
年
団
体
の
指
導
者
や
育
成
者
な
ど
の

地
域
で
の
人
材
育
成
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

相
談
機
能
の
充
実
や
活
動
情
報
の
提
供
に
努

め
る
。

e
青
少
年
が
余
暇
時
間
を
自
由
に
過
ご
せ
る

「
居
場
所
」
を
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
確

保
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
る
。

f

学
校
等
に
お
け
る
安
全
対
策

q
学
校
と
子
ど
も
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
、

学
校
、
市
、
地
域
団
体
等
が
協
議
す
る
場
を

設
け
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
安
全
を

図
る
。

w
教
師
や
学
校
関
係
者
に
対
す
る
、
防
犯
講

習
会
〔
杖
術
や
さ
す
股
な
ど
〕
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
安
全
管
理
の
徹
底
に
努
め
る
。

e
保
護
者
や
市
民
の
参
加
の
下
、
警
察
と
連

携
し
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
教
室
を
計
画
的
に

小
･
中
学
校
全
校
で
開
催
し
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
の
連
携
に
よ
る
犯
罪
防
止
教
育
を

推
進
し
、
児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
を
図
る
。

r
児
童
・
生
徒
に
対
し
防
犯
ブ
ザ
ー
を
配
布

す
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
の
対
処
方
法
に
つ

い
て
の
徹
底
を
図
り
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に

努
め
る
。

t
学
校
（
児
童
・
生
徒
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
関

係
者
が
一
体
と
な
り
、
児
童
・
生
徒
の
目
線

に
立
っ
た
通
学
路
を
中
心
と
し
た
安
全
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
。

y
児
童
・
生
徒
を
狙
っ
た
犯
罪
が
発
生
し
や

す
い
環
境
を
調
査
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、

市
民
に
配
布
す
る
。

u
児
童
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設

を
児
童
・
生
徒
の
緊
急
時
の
駆
け
込
み
先
と

位
置
付
け
、
学
校
と
連
携
し
て
児
童
・
生
徒

の
安
全
を
確
保
す
る
。

i
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

よ
る
児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
に
合
わ
せ
た

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
推
進
し
、
通
学
路
の
安

全
を
確
保
す
る
。

g

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

q
集
落
・
校
区
、
防
犯
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、

各
種
団
体
が
自
主
的
に
活
動
を
進
め
て
い
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
よ
り
効
果
的
に
調
整
す
る
と

と
も
に
、
防
犯
情
報
の
提
供
や
用
具
を
支
給

す
る
な
ど
し
て
、
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
団
体
の

拡
大
を
図
り
、
犯
罪
が
発
生
し
に
く
い
環
境

づ
く
り
を
促
進
す
る
。

w
日
常
業
務
で
ま
ち
に
出
る
職
員
が
、
本
来

業
務
に
加
え
て
、
不
審
者
や
不
法
投
棄
な
ど

の
発
見
に
努
め
、
ま
ち
の
安
全
を
図
る
。

e
商
店
街
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
（
地
域
町
内
と

の
連
携
）
や
防
犯
対
策
運
動
及
び
犯
罪
に
関

す
る
緊
急
時
の
各
店
舗
の
対
応
に
つ
い
て
、

各
商
店
街
へ
依
頼
す
る
。

r
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
り
、
犯
罪
発
生
多

発
地
区
な
ど
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
広
報

啓
発
活
動
を
実
施
し
、
ま
ち
の
安
全
を
図
る

と
と
も
に
、
防
犯
意
識
の
向
上
を
図
る
。

t
青
少
年
の
溜
ま
り
場
と
な
る
よ
う
な
、
苦

情
が
多
い
公
園
に
あ
っ
て
は
、
人
通
り
が
少

な
く
な
る
夜
間
帯
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
に

努
め
る
と
と
も
に
、
公
園
を
利
用
し
て
い
る

地
域
の
方
々
に
も
パ
ト
ロ
ー
ル
の
協
力
を
求

め
る
な
ど
、公
園
の
適
正
な
管
理
に
努
め
る
。

h

防
犯
情
報
の
提
供

q
フ
ァ
ク
ス
や
メ
ー
ル
に
よ
り
、
地
域
団
体

等
と
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、

迅
速
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
情
報

提
供
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

w
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
市

民
に
犯
罪
・
防
犯
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、

防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

e
緊
急
に
市
内
全
域
に
広
報
す
べ
き
情
報
や

生
命
に
係
わ
る
事
案
に
つ
い
て
、
防
災
行
政

無
線
の
活
用
を
図
り
、
市
民
の
安
全
確
保
に

努
め
る
。

j

そ
の
他

地
域
安
全
を
活
動
分
野
に
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
協
働
し
て
防

犯
活
動
を
展
開
す
る
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
行
政
係
　

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
２
１
２
）
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安全・安心まちづくり指針

ハ
ー
ド
対
策 市

民
・
警
察
・
関
係
機
関
と
の
連
携

ソ

フ

ト

対

策

住 宅 対 策

事 業 ・ 商 業 施 設 の 防 犯 対 策

公 共 施 設 の 安 全 点 検

防 犯 意 識 の 向 上

コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活 動 の 推 進

青少年を取り巻く環境づくり

学 校 等 に お け る 安 全 対 策

防 犯 パ ト ロ ー ル の 強 化

防 犯 情 報 の 提 供

環 境 の 整 備

地 域 力 の 向 上

阿 久 根 市 の

安 全 ・ 安 心

ま ち づ く り

安全対策の体系



平
成
17
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
12
月

26

日
か
ら
１
月
30

日
ま
で
の
36

日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
お
よ

び
阿
久
根
大
島
公
園
の
指
定
管
理
者
の
指

定
、
阿
久
根
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
な
ど
、
上
程
さ
れ
た
議
案
21
件
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
体
育

館
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
に
伴
う
工
事
請
負
費
や

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
「
阿
久
根
〜
出
水
」

間
建
設
促
進
協
力
会
負
担
金
な
ど
、
第
７
号

お
よ
び
第
８
号
あ
わ
せ
、
歳
入
歳
出
と
も
に

１
億
５
百
88
万
円
増
額
さ
れ
、
102
億
５
千
７

百
91
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
７
件
が
原
案
承
認
、
平
成
16

年
度
決
算
６
件
が
原
案
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、

違
法
伐
採
問
題
へ
の
対
応
強
化
を
求
め
る
陳

情
書
が
採
択
さ
れ
、
同
意
見
書
が
原
案
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
有
施
設
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
の
含
有
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
市
の
調
査
で
、
吹
付
け
材
が
使
用
さ
れ

て
い
る
施
設
と
し
て
、
市
役
所
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
働
く
婦
人
の
家
、
折
多
排
水
機
場
、

阿
久
根
中
体
育
館
、
大
川
中
体
育
館
、
阿
久

根
小
体
育
館
、
折
多
小
体
育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海

洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
９
箇
所
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
専
門
調
査
機
関
の
調
査
の
結
果
、

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
の
機
械
室
お

よ
び
器
具
倉
庫
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有
が
判

明
し
ま
し
た
。
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
吹

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

市
で
は
早
速
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
の
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
を
取
除
く
工
事

に
着
手
し
ま
し
た
。

な
お
、
取
除
く
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

周
辺
へ
の
影
響
が
な
い
よ
う
に
行
い
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ

総
務
課
職
員
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
１
２
１
５
）
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行政トピックス

市
施
設
に
お
け
る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

の
含
有
調
査
結
果
に
つ
い
て

市
施
設
に
お
け
る
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

の
含
有
調
査
結
果
に
つ
い
て

平成17年10月１日現在で実施された国勢調査への

ご協力、誠にありがとうございました。

調査結果の概数値は次のとおりです。（最終確定値

は変わることがあります。）

なお、国勢調査人口は、住民基本台帳人口とは異

なり阿久根市内で実際に生活していることを基本に

しています。

※問い合わせ先

企画調整課統計調査係　173-1211（内線1217）

平成17年10月
国勢調査

平成12年10月
国勢調査 増　減

人　口　25,074人

（男）　11,532人

（女）　13,542人

世帯数　10,179戸

人　口　26,270人

（男）　12,102人

（女）　14,168人

－1,196人

－　 570人

－　 626人

世帯数　10,285戸 －　 106戸

平平
成成
1177
年年
第第
４４
回回
市市
議議
会会
定定
例例
会会

一
般
会
計
予
算
102
億
５
千
７
百
91
万
円
へ

給水負担金が統一されます
住宅建設などで給水装置を新設する場合には、給水負担金

をお支払いいただいています。
この給水負担金は、多田、大林地区（折口ニュータウン、

赤瀬川の一部の地域を含む）においては、企業債の償還等の
関係で一般地域より割高でしたが、給水条例の一部が改正さ
れましたことにより平成18年４月１日から一般地域と同額に
なります。

※給水負担金には、消費税相当額５％が加算されます。

（注１）無水源地域簡易水道から給水を受ける地域とは、大
林、多田地区、折口ニュータウンおよび赤瀬川の一
部の地域です。

※問い合わせ先
水道課　1７２－０３１２

メーター
口　　径

一般地域

40,000円
80,000円
160,000円
450,000円
900,000円

2,200,000円
3,000,000円

100,000円
130,000円
200,000円
450,000円
900,000円

2,200,000円
3,000,000円

13a
20a
25a
40a
50a
75a

100a

（注１）無水源地域簡易水道
　　　から給水を受ける地域
（平成18年３月31日まで適用）



三
障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
ご
と
に

異
な
っ
て
い
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
統
合
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
支
援
費
制
度
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
精
神
障
害
者
の
方
も
新

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
公
費
負
担
医
療

（
更
生
医
療
、
育
成
医
療
、
精
神
通
院
公
費
）

が
、
三
障
害
共
通
の
自
立
支
援
医
療
制
度
に

な
り
ま
す
。

支
援
の
必
要
度
に
関
わ
る
障
害
程
度
区
分

を
認
定
す
る
審
査
会
が
市
町
村
に
設
置
さ

れ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
公
平
に
利
用
で
き
る

よ
う
支
給
決
定
手
続
き
や
基
準
が
明
確
化
さ

れ
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
た
場
合
、
食

費
等
の
実
費
も
含
め
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

量
や
所
得
に
応
じ
て
低
所
得
の
方
に
配
慮
し

た
上
で
、
利
用
者
に
公
平
に
負
担
い
た
だ
く

仕
組
み
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
に
負
担
が
変
わ
る
の
で
す
か

Ａ

平
成
18

年
４
月
か
ら
、
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
量
に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
費
の
原
則
１
割
を
利
用
者
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
食
費
・

光
熱
水
費
、
通
所
さ
れ
て
い
る
方
の
食

費
の
実
費
が
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

収
入
が
少
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
所

得
段
階
に
応
じ
た
月
額
負
担
上
限
の
制

度
や
一
定
の
資
産
を
持
た
な
い
利
用
者

に
減
免
措
置
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

（
詳
し
く
は
表
１
参
照
）

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
医
療

費
は
、
障
害
の
種
別
に
関
わ
ら
ず
、
医

療
保
険
の
自
己
負
担
額
が
、
利
用
者
の

負
担
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
医
療
保
険

の
自
己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、「
重
度

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
＊

」
に

よ
る
助
成
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

Ｑ
　
　
現
在
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

ま
す
が
、
利
用
者
負
担
が
変
わ
る
こ
と

で
何
か
手
続
き
は
必
要
で
す
か

Ａ

現
在
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方

で
も
、
平
成
18
年
４
月
以
降
に
引
き
続

き
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
は
、
所
得
の

認
定
な
ど
に
つ
い
て
、
改
め
て
市
町
村

で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い

受
給
者
証
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
新
し
い
受
給
者
証
を
受
け

た
後
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
等
と
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
関
す
る
契
約
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
児
の
措
置
施
設
に
つ

い
て
は
、
平
成
18
年
10
月
か
ら
新
し
い

制
度
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に

手
続
き
を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
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■
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
１

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て

■
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
２

■
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
３

利利
用用
者者
のの
負負
担担
やや
手手
続続

きき
はは
……
（（
ＱＱ
＆＆
ＡＡ
））

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
お
よ
び
公
費
負
担
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 平平

成成
1188
年年
４４
月月
１１
日日
かか
らら

障障
害害
者者
自自
立立
支支
援援
法法
がが
施施
行行
ささ
れれ
まま
すす

利用者負担の上限額

生活保護

区　分 上限額（月額）

０円（自己負担なし）

１５，０００円

２４，６００円

３７，２００円

対　　象　　と　　な　　る　　人

生活保護世帯の人

住民税非課税世帯で障害者または障害児の保護者の年収が80万円以下の人

住民税非課税世帯で低所得１に該当しない人

住民税課税世帯の人

低所得１

低所得２

一　　般

利用者負担の上限額（表１）
所得に応じて四つの区分に分けられ、それぞれに負担の上限額が決められています。

◎同じ世帯に障害福祉サービスを利用する人が複数いる場合などでも、合算した額がこの上限額を超えた分は高額障害福祉
サービス費が支給され、負担が重くならないように配慮されています。
◎資産が一定以下の人は、個別の減免や社会福祉法人の利用者負担の軽減があります。



Ｑ
　

支
給
決
定
の
手
続
き
も
変
わ
る
の
で

す
か

Ａ

平
成
18

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の

間
に
市
町
村
に
認
定
審
査
会
が
設
置
さ

れ
、
新
し
い
支
給
決
定
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
平
成
18

年
10
月
以
降
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
医
師
の

意
見
書
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
新
し
い
支
給
決
定
制
度
の
開
始
時

期
は
市
町
村
ご
と
、
利
用
さ
れ
る
施
設

ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
手
続
き
は
今
後
、
国

が
決
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
ど
の
よ
う
に
負
担
が
変
わ
る
の
で
す
か

Ａ

平
成
18

年
４
月
か
ら
、
公
費
負
担

医
療
（
更
生
医
療
、
育
成
医
療
、
精
神

通
院
公
費
）
の
医
療
費
の
原
則
１
割
を

利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
入
院
さ
れ
て
い
る

方
の
食
費
（
標
準
負
担
額
）
は
利
用
者

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

収
入
が
少
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
所

得
段
階
に
応
じ
た
月
額
負
担
上
限
の
制

度
な
ど
、
負
担
軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
す
。（
詳
し
く
は
表
２
参
照
）

な
お
、
医
療
保
険
の
自
己
負
担
額
に

つ
い
て
は
、「
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
制
度
＊

」
に
よ
る
助
成
が
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　

現
在
、
公
費
負
担
医
療
（
更
生
医
療
、

育
成
医
療
、
精
神
通
院
公
費
）
を
受
け

て
い
る
け
れ
ど
、
事
前
に
手
続
き
は
必

要
で
す
か

Ａ

現
在
、
公
費
負
担
医
療
を
受
け
て
い

る
方
で
も
、
平
成
18
年
４
月
以
降
に
引

き
続
き
受
給
す
る
た
め
に
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。

更
生
医
療
を
受
け
て
い
る
方
へ

１
月
に
個
別
通
知
い
た
し
ま
し
た
。

ま
だ
手
続
き
さ
れ
て
い
な
い
方
は
市
役

所
ま
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

精
神
通
院
公
費
を
受
け
て
い
る
方
へ

１
月
か
ら
３
月
の
病
院
を
受
診
し
た

際
に
か
か
り
つ
け
の
病
院
で
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
必
要
書
類
が
足
り

な
い
方
は
後
日
市
役
所
か
ら
連
絡
い
た

し
ま
す
。

育
成
医
療
を
受
け
て
い
る
方
へ

保
健
所
か
ら
個
別
に
通
知
が
あ
り
ま

す
。保
健
所
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
医
療
費
を

助
成
す
る
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
次
の
q
か
ら
e
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
で
、
病
気
や
負
傷
の
治
療
等

を
受
け
た
場
合
に
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康

保
険
等
に
よ
る
保
険
給
付
に
伴
う
患
者
負
担

分
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

q
１
〜
２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

w
Ａ
１
、
Ａ
２
の
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

e
３
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
Ｂ
１
の
療
育
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人

＊
補
装
具
と
日
常
生
活
用
具

こ
れ
ま
で
、
所
得
税
額
に
応
じ
た
応
能

負
担
で
給
付
さ
れ
て
き
た
補
装
具
と
日
常

生
活
用
具
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

補
装
具
に
か
か
る
費
用
は
、
平
成
18
年

10
月
か
ら
原
則
１
割
を
自
己
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
18
年
９
月
ま
で
、

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
今
ま
で
自
己

負
担
額
０
円
の
世
帯
）
の
み
１，

１
０
０

円
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
福
祉
係
　

1
（
７
３
）
１
２
１
１（内

線
１
４
３
６
）

－15－

■
公
費
負
担
医
療
制
度
（
自
立

支
援
医
療
）
に
つ
い
て

更生医療、育成医療、精神通院医療を受けている人の医療費の負担上限額
区　　分

生 活 保 護
低 所 得 １
低 所 得 ２

上限額（月額）
０円・自己負担なし
２，５００円
５，０００円

対象となる世帯（同じ医療保険に加入している家族を世帯とします）
生活保護世帯
住民税非課税世帯で障害者の年収が80万円以下
住民税非課税世帯で低所得１以外

中間的な所得 医療保険の自己負担限度額と同額住民税課税世帯で住民税額（所得割）が20万円未満

一定所得以上 自立支援医療費支給の対象外住民税課税世帯で住民税額（所得割）が20万円以上

　所得の低い人以外でも、継続的に相当額の医療費負担が発生する場合には、上限額が決められています。

例えば……
●統合失調症や躁うつ病・うつ病などの人
●腎臓機能障害や小腸機能障害などの人
●医療保険の多数該当者　　　　　　など

対象となる世帯 上限額（月額）

　５，０００円

１０，０００円

２０，０００円

住民税額（所得割）が２万円未満

住民税額（所得割）が20万円以上

住民税額（所得割）が２万円以上20万円未満

更生医療、育成医療、精神通院医療を受けている人の医療費の負担上限額（表２）

●支給を受けるには市区町村・都道府県への申請が必要です。
●18歳未満の人の育成医療については窓口での支払いが急に多くならないよう経過措置があります。
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４月からも働く女性の家をどうぞご利用ください！
働く女性の家は、主に働く女性が講座やスポーツ、レクリエーションなどのグループ活動を通じ

福祉増進を図る総合的福祉施設です。

働く女性の家では
q 一般教養及び職業生活並びに家庭生活に関する講習会、講座等を開催します。

w 職業生活や家庭生活に関する相談を受けます。

e グループ活動、クラブ活動及びレクリエーション活動等余暇の活用のための利用が出来ます。（※現

在46グループが登録し活動しています。）

利用できる方‥‥本市に住所または勤務先を有する働く女性等

開館時間‥‥‥‥平日　　　午前９時から午後９時

土曜日　　午前９時から午後５時

休館日‥‥‥‥‥日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日から１月４日）

〔問い合わせ先〕

働く女性の家　　阿久根市鶴見町166番地　　　1 ７３－３７６９
＊保健センター（1F）と併設、働く女性の家（2F・3F）

企画調整課　企画係

1 ７３－１２１１（内線１２１６） fax ７２－２０２９

メールアドレス　kikaku@city.akune.kagoshima.jp

※平成18年３月末までは働く婦人の家です。

※　施設を利用される方に、施設に係る光熱水費の一部を住民相互間の負担の公平を図ることを目的に使用

料を負担していただきます。

※　「婦人」の「婦」という漢字はほうきを持つ女性を意味しており、女性の社会的存在を家庭内に止める

古い女性観に基づくものといわれ、「婦人」に対応する男性を表す言葉がないことから、国に置いても法令

等の「婦人」を「女性」に置き換える用語の整理が行われています。

平成平成1818年４月から働く婦人の家から働く女性の家へ年４月から働く婦人の家から働く女性の家へ
名称変更し・使用料が有料となります！名称変更し・使用料が有料となります！
◇ 各部屋の使用料 ◇

区　　分

講習室１

講習室２

講習室３

講習室4

料理実習室

軽運動室

大会議室

使用料（１時間につき）

２３０円

２９０円

２３０円

２９０円

５９０円

３５０円

４９０円
（注）使用時間は、準備及び後片付けに要する時間も含むもの

とします。
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みんなのアルバム 楽しい話題などをお知らせください。
秘書広報係173-1211（内線1214）

１
月
１
日
、
大
川
地
区
で
校
区
内
の

史
跡
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
校
区
民
の
親
睦
を
図
る
と

と
も
に
、
校
区
内
の
雪
渓
和
尚
の
墓
や

石
塔
群
な
ど
の
史
跡
を
巡
り
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
を
再
発
見
し
よ
う
と
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
参
加
し
た
小
学
生
は

「
身
近
に
貴
重
な
史
跡
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
楽
し
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

元元
日日
にに
校校
区区
のの
史史
跡跡
をを
巡巡
るる

―

大
川
校
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

―

１
月
14

日
、「
あ
く
ね
男
女
共
同
参
画

講
演
会
２
０
０
６
」
が
、
熊
本
大
学
教

育
学
部
古
賀
倫
嗣
教
授
を
講
師
に
迎
え
、

グ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
あ
く
ね
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

古
賀
教
授
は
「
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
少
子
化
を
緩
和
す
る
た
め
に
は
、

男
女
共
同
参
画
の
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

男
女
共
同
参
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、

男
女
が
と
も
に
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
知
恵
を
出
し
合
い
行
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

今今
ここ
そそ
必必
要要

男男
女女
共共
同同
参参
画画

―

あ
く
ね
男
女
共
同
参
画
講
演
会
２
０
０
６

―

郷土の名所や特産品を題材に
した郷土カルタ大会が１月25

日、尾崎小学校でありました。
児童たちは、読み手が読み終

わらないうちに、体育館いっぱ
いに広げられたカルタから目当
てのカルタをすべり込んで取
り、保護者らから大きな拍手を
浴びていました。

郷土を題材にカルタ大会郷土を題材にカルタ大会
－ 尾崎小ジャンボカルタ大会 －

１月28日、鶴川内中２年生
13名と保護者、教員ら約20名
が立志式を記念し、尾原山村
開発センター（尾原区）から
藤川天神（薩摩川内市東郷町）
まで往復17キロの遠行に挑
戦。途中、急な登り坂など難
所もありましたが、参加者は
見事完歩しました。

伝統の立志式遠行伝統の立志式遠行
－ 鶴川内中２年生 －

１月23日、ABCパレスで鶴
翔高校インターアクトクラブ
の認証伝達式が行われまし
た。生徒たちは阿久根ロータ
リークラブの会員らを前に、
地域とのつながりを大切に
し、社会奉仕と国際理解に貢
献していく決意を新たにして
いました。

社会奉仕と国際理解に貢献社会奉仕と国際理解に貢献
－ 鶴翔高校インターアクトクラブ －

本市のポルトス阿久根FC
は、１月21日・22日、福岡県
で開催された『JA全農杯チビ
リンピック2006小学生８人制
サッカーin九州』に鹿児島県
代表として出場。決勝では大
分県代表の大分トリニータJr
に１－２で惜敗したものの、
見事準優勝に輝きました。

少年サッカー九州大会少年サッカー九州大会 準優勝準優勝
－ ポルトス阿久根F.C.U12 －



小
規
模
企
業
共
済
制
度
と
は
、
小
規
模
企

業
の
個
人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
が

事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
、
退
職
さ
れ
た
場
合

に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る
た

め
の
資
金
を
準
備
し
て
お
く
国
の
共
済
制
度

で
、
掛
金
・
共
済
金
に
対
す
る
税
制
面
で
の

優
遇
措
置
や
掛
金
総
額
に
応
じ
て
各
種
貸
付

け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
商
工
政
策
課

1
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
３
５

放
送
大
学
で
は
、
平
成
18
年
度
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
出
願
受
付
期
間
　
２
月
28
日
c
ま
で

◇
授
業
開
始
日
　
４
月
１
日
g

※
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

1
０
９
９
（
２
３
９
）
３
８
１
１

次
の
と
お
り
海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

◇
日
時
　
３
月
４
日
g

13
時
〜

◇
場
所
　
北
さ
つ
ま
漁
協
２
階
会
議
室

◇
金
額
（
講
習
料
に
は
写
真
代
含
む
）

q
更
新
講
習
料
　
８
千
５
百
円

w
失
効
講
習
料
　
１
万
４
千
５
百
円

◇
持
参
品

q
更
新
ま
た
は
失
効
の
海
技
免
状

w
本
籍
地
記
載
の
住
民
票

※
問
い
合
わ
せ
先

北
さ
つ
ま
漁
協
管
理
部

1
（
７
２
）
１
５
１
１

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
平
成

18
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
募
集
期
間
　
３
月
10
日
f
ま
で

◇
募
集
過
程
　
木
造
建
築
科
、
造
園
科

※
問
い
合
わ
せ
先

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

1
（
８
４
）
２
４
５
１

次
の
と
お
り
予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
資
　
　
格
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

◇
受
付
期
間
　
４
月
８
日
g
ま
で

※
問
い
合
わ
せ
先
　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
連
絡
部

1
０
９
９
６
（
２
２
）
２
４
０
１

消
費
者
被
害
（
架
空
請
求
、
悪
徳
商
法
、

ヤ
ミ
金
融
な
ど
）
に
つ
い
て
、
県
司
法
書
士

会
の
会
員
が
、
無
料
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
要
予
約
）

◇
日
時
　
２
月
26
日
a

10
時
〜
17
時

◇
場
所
　
薩
摩
川
内
市
中
央
公
民
館

※
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
　

1
０
９
９
（
２
５
６
）
０
３
３
５

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
等
の

年
金
制
度
全
般
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。

相
談
の
際
は
、
年
金
手
帳
や
相
談
に
関
す

る
書
類
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
３
月
９
日
e

10
時
〜
15
時

◇
場
所
　
阿
久
根
市
役
所
　
２
階
会
議
室

※
問
い
合
わ
せ
先

市
民
環
境
課
国
民
年
金
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
１
４
２
３
）

女
性
の
こ
こ
ろ
や
身
体
・
子
育
て
に
関
す

る
問
題
（
＊
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
等
の
問
題
も
含
み
ま
す
。）
な
ど
を
専

門
の
女
性
相
談
員
が
あ
な
た
と
共
に
考
え
ま

す
。（
秘
密
厳
守
、
要
予
約
）

◇
日
時
　
３
月
14
日
c

◇
場
所
　
働
く
婦
人
の
家

◇
申
し
込
み
方
法
　

３
月
７
日
c
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
の

で
、
働
く
婦
人
の
家
ま
た
は
企
画
調
整
課

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

＊
　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と

は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
受
け

る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先
　

・
働
く
婦
人
の
家

1
（
７
３
）
３
７
６
９

・
企
画
調
整
課
企
画
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
２
１
６
）

◇
相
談
日
　
３
月
15
日
d

◇
時
　
間
　
９
時
30
分
〜
15
時
30
分

◇
場
　
所
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

※
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
行
政
係

1
（
７
３
）
１
２
１
１
（
内
線
１
２
１
２
）

相
談
は
無
料
で
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
等

が
予
約
の
上
、
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
相
談
日
　
３
月
15
日
d

◇
時
　
間
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

◇
場
　
所
　
市
民
会
館
１
階

※
予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
根
市
社
会
福
祉
協
議
会

1
（
７
２
）
３
７
７
８
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くらしの情報

お
知
ら
せINFORM

ATION
小
規
模
企
業
共
済
制
度
加
入
促

進
強
化
月
間
（
２
月
15
日
〜

３
月
15
日
）
の
お
知
ら
せ

放
送
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

移
動
年
金
相
談
に
つ
い
て

交
通
事
故
相
談
に
つ
い
て

心
配
ご
と
相
談
に
つ
い
て

女
性
の
た
め
の
無
料
相
談
に
つ
い
て

海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講
習
案
内

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
110
番
に
つ
い
て

相
　
談

CO
NSULTIO

N
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くらしの情報

豊かな自然を生かしながら、花に囲まれた街づくりを推

進するため、市では『市の花の制定』を考えています。

そこで、市民の皆様に市花にふさわしい花を募集いたし

ます。候補例を掲載していますが、これら以外の花でも結

構ですので阿久根市にふさわしい花を推薦してください。

【【候補例候補例】】

コスモス、つわぶきの花、あじさい、サルビア

リビングストンデイジー、ガザニア、せんにちこう

パンジー、ひまわり、わびすけ（椿）、さつまのぎく

【【応募要領応募要領】】

u一人又は団体での応募も可（連絡先を書いてください）

u花は１種類でも四季折々の花など複数の花でも可

u市花に推薦する理由を書いてください。

u応募は葉書、手紙、メール、FAXで次まで。
・葉書・手紙：〒899-1696 阿久根市鶴見町200番地

・FAX：0996-72-2029
・メール：info@city.akune.kagoshima.jp
・宛先：「阿久根市　総務課　職員係（市の花）宛」

※問い合わせ先　総務課職員係　173-1211（内線1215）

出水公共職業安定所阿久根出張所（ハローワーク阿久根）

は、３月31日fに出水公共職業安定所（ハローワーク出水）

に統合されます。

※問い合わせ先

・出水公共職業安定所阿久根出張所　1７３－３４００

・出水公共職業安定所　1６２－０６８５

「市の花」を募集します

公共職業安定所が統合されます

至阿久根

至
熊
本

出
水
市

市
立
病
院 国

道
３
号

国道328号

国道328
バイパス

武道館

文化会館

陸上
競技場

出水
警察署

九電
NTT 国道447号

至
大
口

出
水
市
役
所

至
宮
之
城

JR出水駅

出水公共職業安定所
（ハローワーク出水）

●映画●映画「「男たちの大和男たちの大和/YAMATO/YAMATO」」上映会上映会
上映日：２月19日a
場　所：市民会館
時　間：q11：00～w14：30～e18：30～
入場料：大人1, 800円、大高生1, 500円

シニア（60歳以上）1,000円
小中学生1, 000円

＊前売券（1,300円）は、市民会館で販売して
います。
※問い合わせ先
生涯学習課　1７２－１０５１

●県下一周市●県下一周市郡郡対抗駅伝競走大会への協力対抗駅伝競走大会への協力
とご理解についてとご理解について
県内12地区の選手が２月18日に鹿児島市役
所前をスタートし５日間にわたり健脚を競い
ます。
選手は、大会２日目（19日）に郷土入りし
ます。南さつま市役所前を午前９時にスター
トし、第８中継所の阿久根市役所前を午後２
時前後に選手が通過する予定です。
大会３日目（20日）は、野田町役場前を午
前９時にスタートし、第１中継所山村開発セ
ンター（田代尾原区）を午前９時30分頃に選
手が通過する予定です。
市民の皆様には、選手へ温かいご声援をお
願いします。また、車などで通行される際は
十分注意してください。

●子育て講演会のお知らせ●子育て講演会のお知らせ
と　き　２月25日g 19時～
ところ　西目地区構造改善センター
講　師　たぬき　さん（女優）
＊託児あり
※問い合わせ先
生きがい対策課児童対策係
1（７３）１２１１（内線１４３３）

●自然体験　●自然体験　「「西の高突山に登ろう西の高突山に登ろう」」
阿久根市山好会では、本市の最高峰「西の
高突山（標高600ｍ）」登山を３月５日aに行
います。参加者を先着50名募集しています。
コースは、本之牟礼小学校跡地から西の高
突山を往復する行程で、歩行時間は約４時間
30分となります。
【日　程】８時　阿久根市役所駐車場　集合

９時　本之牟礼小学校跡地　出発
【参加料】500円（保険代）高校生以下無料
＊雨具と昼食を持参してください。
※問い合わせ・申込先　　阿久根山好会
花木　1０９０－３１９７－５５８４
谷口　1０９０－２７１９－２５３７

催 し 物 情 報
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休日在宅医
２月19日

山下ひふ科　　　　　1&2５００５　段

黒木胃腸科外科医院　1&5０２００　下村

徳森歯科医院　　 1^7３６０８　出水市米ノ津

２月26日

喜多医院　　　　　　1&2００３８　大丸

脇本歯科医院　　　　1&5００２６　下村

３月５日

門松医院　　　　　　1^4６１００　大丸

上野歯科医院　　　　1^3２３０６　出水市五万石町

３月12日

山田クリニック　　　1&2０４２０ 町

橋口歯科医院　　　　1^3２３３０　出水市中央町

●テーマ 「減塩食について（調理実習）」

●日　時 ３月15日d 14時～15時

●場　所 阿久根市民病院４階大ホール

※申し込み・問い合わせ先

阿久根市民病院地域医療連携室　1７３－１３６８

阿久根市民病院健康教室

３か月児健診・BCG接種
（受付時間）12:45～13:00
３月15日D ・H17年11月８日

～11月30日生まれ
［持ってくるもの］問診票（３か月児健診）、

予診票（BCG：青色）、
母子健康手帳

６か月児育児相談
（受付時間）13:00～13:15
３月10日F ・H17年８月生まれ

・育児に関する相談がある方
［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳

遊びの教室 ～すくすく相談～
（受付時間）９:45～10:00
３月２日E ・H17年３月生まれ

・育児に関する相談がある方
３月22日D ・H17年４月生まれ

・育児に関する相談がある方
［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳、

歯ブラシ

１歳６か月児健診
（受付時間）13:00～13:15
３月23日E ・H16年８月生まれ
［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳、歯

ブラシ、コップ、タオル

今月の行事予定はありません

２歳６か月児歯科健診
（受付時間）13:00～13:15
３月９日E ・H15年６月～７月生まれ
［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳、歯

ブラシ、コップ、タオル

３歳児健診
（受付時間）13:00～13:15
３月16日E ・H14年９月生まれ
［持ってくるもの］問診票、母子健康手帳、歯

ブラシ、コップ、タオル

（受付時間）15:00～15:15
３月２日E （受付時間）９:00～９:15
３月10日F （受付時間）15:00～15:15
３月22日D （受付時間）９:00～９:15
・１月１日以降に歯科健診を受けた方
［持ってくるもの］母子健康手帳、歯ブラ

シ、コップ、タオル
料金：800円

☆重要なお知らせ！！
予防接種法施行令の一部を改正する政令

により、平成18年４月１日から２歳以上の
方は『麻しん』及び『風しん』の予防接種
が任意接種（有料）になります。
満１歳以上のお子様で、まだ『麻しん』

及び『風しん』の予防接種が終わっていな
い方は、早めに予防接種を受けましょう。

保健師が皆様の健康に関するご相談をお
受けします。生活習慣や食生活改善・健診
結果・子育てのことなど、からだやこころ
に関することをお気軽にご相談ください。
健康手帳をお持ちの方は、持参してくださ
い。
会場：保健センター

２月28日C ９:00～10:00

動物を飼う場合は、終生飼養が原則です
が、どうしても飼えなくなった犬やねこに
限り県で引取りを行っています。
会場：保健センター

３月７日C 10:00～10:30
３月22日D

※印鑑を持参してください。
●飼い犬がいなくなったら、すぐに問い合
わせを！！

●犬はつないで飼いましょう！
●散歩中の犬のフンは持ち帰りましょう！

●乳幼児健診・育児相談・BCG接種

● 予 防 接 種

● 健 康 相 談

●ワンちゃんのひきとり

●むし歯予防教室（フッ素塗布）

３・４か月児

６か月児

11か月児

１歳６か月児

２歳児

３歳児

２歳６か月児

保健センター情報保健センター情報
問い合わせ先　健康増進課保健予防係
173-1211（内線1431・1432）

あなたのこころは健康ですか？
ストレスの多い現代社会の中で、“こころの風邪”と呼ば

れるうつ病も多くなってきています。
からだもこころも健康で、充実した毎日を過ごせるよう

に、『こころの健康』について考えてみませんか。どなたで
も参加できますので、お気軽にご参加ください。

u講演　『こころの健康について』
u講師　出水保健所長　中俣　和幸　氏

u期日　平成18年３月４日（土）
u時間　13:30～15:00

（受付は、13:00から）
u場所　保健センター

※問い合わせ先
健康増進課　保健予防係
173-1211（内線1431・1432）

市民健康講座について

くらしの情報

平成17年度
生活習慣病予防週間のスローガン
「内臓脂肪

減らして防ぐ　生活習慣病」

愛の献血にご協力を！愛の献血にご協力を！
次のとおり集団献血を行います。皆様のご協力をお願いい

たします。

※問い合わせ先
健康増進課保健予防係　173-1211（1431･1432）

阿久根市役所正面玄関前

Ａコープ三笠店　駐車場

場　　所 日　　時

２月21日（火）

9:30～16:30

9:30～11:30

12:30～16:30
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高脂血症、糖尿病などの生活習慣病を予防し、健康寿命を
伸ばしていくためには、日々の食生活の改善や適度な運動が
必要です。
今回は、糖尿病予防をテーマに料理教室や運動を行う健康

教室を開催します。講師は、厚生連健康管理センターから招
き、楽しい内容となっております。

日程および内容日程および内容

u対象者　　健診等で血糖値が気になり始めた方、健康づく
りに関心のある方など、どなたでも参加できま
す。

u場　所　　保健センターおよび働く婦人の家
u費　用　　無料（第２回のみ調理実習材料費500円程度が

必要）
u募　集　　２月21日 までに電話でお申込みください。
＊　参加には、申込みが必要です（先着40名）。できるだけ

続けての参加をお願いします。
※　申込み・問い合わせ先

健康増進課　保健予防係　1７３－１２１１（内線1432）

放課後児童クラブの放課後児童クラブの
利用申込利用申込みみについてについて

平成18年度の放課後児童クラブ利用の申込みを次のと

おり受け付けます。

利用対象は、保護者等が仕事などにより昼間家庭にい

ない小学校に就学しているおおむね１年～３年生の児童

で、継続利用についても新たな申込みが必要です。

なお、申込用紙は、生きがい対策課および各児童クラ

ブ、各小学校で配布しています。

【実施クラブ】

・　脇本児童クラブ　　　　・　阿久根児童クラブ

・　鶴川内児童クラブ　　　・　大川児童クラブ

・　山下児童クラブ　　　　・　折多児童クラブ

・　学童クラブガッツ

＊　学童クラブガッツは、出水養護学校へ通学の

児童・生徒が対象となります。

【受付開始】 ２月28日b～３月10日f

【受付場所】 生きがい対策課・各児童クラブ

※問い合わせ先

生きがい対策課　児童対策係

1７３－１２１１（内線　１４３３）

期　日

３月１日d

３月６日b

３月13日b

時　間 内　　　　　　　容
第
１
回

第
２
回

第
３
回

１３：３０
～

１５：００

　９：３０
～

１３：００

１３：３０
～

１５：３０

◆　講　話
　『糖尿病を防ぐ食生活』

◆　講話＆調理実習

◆　講話＆運動実技

（地域子育て支援センター）1７３－３４５７みどりが丘保育園／1７２－３９３９みなみ保育園

地域子育て支援事業 ３月 子育てサークル（だれでも親子で参加できます）
子どもの遊び、母親のリフレッシュタイムに、お気軽に支援センターをご利用ください。

☆親子教室（10：00～12：00）

☆母親クラブ「あゆみ」…脇本保育園（��：��～��：��）
３月��日� お問い合わせは、みなみ保育園まで

☆年齢別教室（牧内農村環境改善センター）
３月３日� ひよこクラブ　　０～１歳児教室
３月��日� こっこクラブ　　２歳以上児教室
お問い合わせは、みどりが丘保育園まで

☆園開放（お気軽に園に遊びにきてください）
毎週� みなみ保育園
毎週� みどりが丘保育園（第３土曜日はお父さんもご一緒にどうぞ）

☆参加は、申し込み制になっていますので、下記の支援センターに前日までに申し込みください。

日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名 日／曜 場　　　　所サ ー ク ル 名
こ あ ら サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
どんぐりサークル
い る か サ ー ク ル
ひ ま わ り ク ラ ブ
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
カンガルーサークル
か も め サ ー ク ル

脇 本 保 育 園
み な み 保 育 園
鶴 川 内 集 会 施 設
大 川 児 童 館
保 健 セ ン タ ー
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター
牧内農村環境改善センター
鶴 川 内 児 童 館

１日�

２日�

７日�

〃
８日�

９日�

��日�

��日�

〃

す わ 団 地 教 室
こ あ ら サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル
どんぐりサークル
カンガルーサークル
ら っ こ サ ー ク ル
カンガルーサークル
こ ぐ ま サ ー ク ル
か も め サ ー ク ル
ら っ こ サ ー ク ル

諏 訪 団 地
脇 本 保 育 園
み な み 保 育 園
鶴 川 内 集 会 施 設
牧内農村環境改善センター
み な み 保 育 園
牧内農村環境改善センター
保 健 セ ン タ ー
鶴 川 内 児 童 館
み な み 保 育 園

��日�

〃
��日�

��日�

��日�

��日�

��日�

��日�

��日�

��日�

くらしの情報
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肥薩おれんじ鉄道友の会肥薩おれんじ鉄道友の会
会員更新手続きのお願い会員更新手続きのお願い

第１回募集会員の皆様（平成17年９月末までに会員に

なった方）の有効期限は平成18年３月末までとなってい

ますので、次回もご更新いただき、引き続き肥薩おれん

じ鉄道へのご支援をよろしくお願いします。（更新申込

書は３月中に送付予定）

なお、新規会員も随時募集しておりますので、よろし

くお願いします。

※問い合わせ先　　肥薩おれんじ鉄道!総務課

1０９６５－３２－５６７８

肥薩おれんじ鉄道経営安定肥薩おれんじ鉄道経営安定
基金についてのお礼基金についてのお礼
鹿児島県肥薩おれんじ鉄道利用促進協議会では、経営

安定を目的として、大規模な災害時等の不測の事態に備

え経営安定基金への寄付をお願いしましたところ市内の

法人企業の方々から合計で『149社　2,456,000円』の寄
付を頂きました。有難うございました。

図書館だより
172－0607

坂元マセノ氏に紺綬褒章坂元マセノ氏に紺綬褒章

この度、図書館に寄付をいただ

いた坂元マセノ氏が紺綬褒章を受

賞されました。図書館では、１階

に坂元文庫を設置し、今後も大活

字本をはじめ、多種多様な本で文

庫の充実を図ってゆきます。

ぜひご活用ください。

『
陽
が
開
く
と
き
』

東
　
秀
紀
　
著

幕
末
に
榎
本
武
揚
ら
と
と
も
に
職
方
と

し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
留
学
し
、
そ
の
後
、
日

本
近
代
化
の
下
支
え
と
な
っ
た
男
・
中
島

兼
吉
の
生
涯
を
通
し
て
、
近
代
化
の
真
の

意
味
を
問
う
、
書
き
下
ろ
し
歴
史
小
説
。

『
フ
ェ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
』

西
沢
保
彦
　
著

謎
の
美
少
年
を
１
日
だ
け
独
占
で
き
る

「
透
明
人
間
ク
ラ
ブ
」。
だ
が
見
る
だ
け
で

決
し
て
触
れ
て
は
な
ら
な
い
。
孤
独
と
狂

気
を
携
え
た
客
達
の
思
惑
が
入
り
乱
れ
る

中
、
殺
人
事
件
が
…
。

『
幸
福
ロ
ケ
ッ
ト
』

山
本
幸
久
　
著

ふ
た
り
、
同
じ
未
来
を
見
て
た
。
京
成

電
車
に
、
ガ
タ
ゴ
ト
揺
ら
れ
な
が
ら
…
。

ク
ラ
ス
で
８
番
目
に
カ
ワ
イ
イ
「
あ
た
し
」

と
、
深
夜
ラ
ジ
オ
好
き
で
マ
ユ
ゲ
の
太
い

「
コ
ー
モ
リ
」
の
、
可
笑
し
く
て
切
な
い
初

恋
未
満
の
物
語
。

『
悲
劇
週
間
』

矢
作
俊
彦
　
著

あ
の
こ
ろ
ぼ
く
は
20
歳
だ
っ
た
。
詩
に

情
熱
を
注
い
で
い
た
ぼ
く
は
、
メ
キ
シ
コ

に
旅
立
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
未
知
な
る
領

域
、
す
な
わ
ち
恋
と
詩
と
革
命
の
め
く
る

め
く
世
界
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
―
。
詩

人
・
堀
口
大
学
の
青
春
を
綴
る
。

新 刊 案 内

国民年金保険料の納付案内をしています

国民年金保険料の納め忘れの期間があると、老後に
受け取る年金が減額されたり、年金を受けられなくな
る場合があります。
また、老後を迎える前に病気やけがで障害の状態に

なった場合の障害基礎年金や、加入者が亡くなった場
合に残された家族が受け取る遺族基礎年金についても
受けられなくなる場合があります。
このような皆様の年金権を確保するために、社会保

険事務所では、納付期限を過ぎても保険料が納められ
ていない場合に、「電話」や「ご自宅への訪問」により
納付の案内を行っています。

○電話での案内
社会保険事務所の職員や社会保険事務局が委託し

た民間業者から、電話で納付の案内をしています。

○自宅への訪問
社会保険事務所の職員や国民年金推進員がご自宅

にお伺いし、国民年金制度の案内や、保険料納付の
相談などを行っています。

※問い合わせ先
川内社会保険事務所　　　10996-22-5276（代表）
市民環境課　国民年金係　173-1211（内線1423）

国民年金だより

くらしの情報
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うぶごえ　おくやみ他

初
曾
孫
生
れ
て
迎
ふ
る
初
春
に
末
広
が
り
を
願
ひ
て
祝
ふ
　
　
　
　
　
　
　
新
　
町
　
遠
矢
　
律

冷
え
こ
み
し
朝
丘

あ
し
た

よ
り
雪
か
づ
く
紫
尾
山
仰
ぐ
冬
田
の
果
て
に
　
　
　
　
　
上
　
野
　
河
南
誠
一
郎

庭
の
辺
は
早
く
れ
に
つ
つ
隣
家

と
な
り
や

の
二
階
の
窓
に
映
る
茜
雲
　
　
　
　
　
　
　
折
　
口
　
白
浜
　
ノ
ブ

寒
強
き
日
々
に
は
あ
れ
ど
ま
が
ふ
な
く
梅
の
蕾
は
膨
ら
み
を
ま
す
　
　
　
　
上
　
野
　
亀
澤
　
笑
子

川
の
面
に
う
つ
り
て
一
つ
星
流
れ
峡
の
き
び
し
き
冬
の
夜
ふ
か
む
　
　
　
　
脇
　
本
　
宮
原
　
範
子

そ
れ
ぞ
れ
に
思
ひ
を
馳
せ
て
書
く
賀
状
無
事
い
の
り
つ
つ
年
暮
れ
て
ゆ
く
　
脇
　
本
　
渡
瀬
　
栄
子

尊
敬
す
る
老
友
逝
き
ぬ
こ
の
師
走
前
に
給
ひ
し
書
じ
つ
と
見
つ
む
る
　
　
　
新
　
町
　
玉
川
　
慶
子

体
調
の
良
き
日
は
化
粧
せ
よ
と
言
ひ
子
は
白
粉

お
し
ろ
い

道
具
買
ひ
き
て
く
る
る
　
　
脇
　
本
　
赤
崎
　
タ
エ

青
く
澄
む
空
の
片か
た

方へ

に
朝
月
の
白
く
か
か
れ
り
真
綿
ひ
く
如
　
　
　
　
　
　
琴
　
平
　
川
畑
　
ス
ミ

初
春
の
朝
光
染
む
る
ひ
む
が
し
の
空
を
背
に
し
て
紫
尾
の
山
立
つ
　
　
　
　
折
　
口
　
別
府
　
義
明

阿阿

久久

根根

短短

歌歌

会会
※
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
使
い
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

アクネホットラインアクネホットライン 173-1111 お気軽にお電話を

健
や
か
な
成
長
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※
敬
称
略

出
　
生
　
児
　
保
護
者
（
区
　
名
）

落
　
　
修し
ゅ

亜あ

修
　
治
（
牧
　
内
）

上
野
莉
々
華

り

り

か

浩
　
一
（
新
　
町
）

福
浦
　
綾あ
や

乃の

友
　
和
（
山
下
馬
場
）

新
枦
　
彩あ
や

華か

文
　
生
（

潟
　
）

小
倉
　
春は
る

菜な

正
　
昭
（
上
　
野
）

横
山
　
亜あ

門も
ん

大
　
輔
（

浜
　
）

秀
平
虎こ

太た

郎ろ
う

吉
　
崇
（

浦
　
）

西
手
　
愛め
ぐ

國
　
幹
（
中
　
村
）

牧
　
　
紅あ
か

凛り

正
　
彦
（
大
　
丸
）

有
村
　
柊
耶

し
ゅ
う
や

祐
　
樹
（

段
　
）

飛
松
殿で
ん

之の

介す
け

亮
　
介
（
牧
　
内
）

死
　
亡
　
者
年齢
（
区
　
名
）

有
田
コ
ト
ヱ
85
（
尾
　
崎
）
智
　
子

中
野
　
仲
平
93
（
高
之
口
）
艶
　
子

鳴
川
　
ミ
ス
91
（
遠
　
矢
）

忍

又
間
　
ヱ
ミ
90
（
大
　
丸
）
安
田
暢
子

洲
h
利
太
郎
82
（
黒
之
浜
）
利
　
成

池
尻
ア
ツ
ヱ
89
（

浜
　
）
太
刀
雄

川
原
フ
ヂ
子
79
（
遠
　
矢
）
重
　
雄

鮫
島
　
和
義
71
（

潟
　
）
し
づ
子

奥
園
ア
イ
子
84
（
内
　
田
）

章

谷
口
　
末
弘
67
（
山
下
馬
場
）
節
　
子

鶴
薗
ス
ヱ
ノ
95
（
尻
無
上
）
辰
　
男

上
野
マ
ツ
エ
88
（
陳
之
尾
）
時
　
義

岩
切
　
傅
哉
86
（

浜
　
）
タ
ツ
子

大
漉
三
千
年
89
（
大
　
漉
）
一
　
夫

岩
下
　
薫
　
75
（
的
　
場
）
慶
　
子

冨
永
　
ノ
リ
97
（
山
下
馬
場
）
三
千
春

田
嶋
　
重
夫
80
（
折
口
東
）

誠

辻
　
　
晃
　
83
（
古
　
里
）
キ
　
ヨ

寺
地
ハ
ツ
ノ
88
（
尻
無
下
）

誠

寺
地
ト
キ
ノ
97
（
尻
無
下
）
則
　
正

児
玉
ス
ヱ
子
58
（
桑
原
城
上
）
侑
　
二

濱
田
　
フ
ヂ
97
（
波
　
留
）
信
　
一

吉
村
　
フ
チ
102
（

町
　
）
飛
松
勇
藏

新
枦
　
重
義
82
（
飛
　
松
）
幸
　
也

牛
之
k
ス
ヱ
マ
ツ

100
（
牛
之
浜
）
九
州
男

川
原
　
重
雄
82
（
遠
　
矢
）
利
　
行

馬
見
塚
和
人
53
（
山
下
馬
場
）
松
岡
正
教

野
畑
ヨ
子
ギ
ク
90
（
桐
野
上
）
利
　
治

倉
津
　
ア
イ
79
（
倉
　
津
）
弓
　
雄

中
野
　
護
　
80
（
的
　
場
）
ノ
　
キ

松
下
　
春
義
73
（
桐
野
下
）
久
　
子

砂
畑
　
キ
ミ
75
（
中
　
村
）
憲
　
雄

青
木
フ
サ
ヱ
80
（
丸
　
内
）
和
　
則

有
田
　
文
子
63
（
尾
　
崎
）
貞
　
行

橋
本
　
明
　
91
（
脇
本
馬
場
）
ツ
ル
エ

川
原
フ
ジ
ヱ
91
（
遠
　
矢
）

誠

第２回第２回

中村勝宏シェフの料理教室中村勝宏シェフの料理教室

現在、中村勝宏シェフを顧問に迎

え、食のまちづくりを考えているプロ

ジェクトＧ.Ａですが、昨年の２月に開

催された料理教室、10月の料理コンテ

ストに続き第２回料理教室を開催いた

します。

阿久根のおいしい食材を生かした家

庭でも手軽に作れる料理教室にあなた

も参加してみませんか？

日時：３月26日a 14：00～

場所：働く婦人の家２階調理室

内容：募集定員60名

参加費500円

（当日受付でお支払いください）

＊教室は講義形式により家庭で手軽に

作れるフランス料理を作っていただ

き、講義終了後その中から数品試食

していただきます。

※申込先：プロジェクトG.A事務局

（水産商工観光課）

173-1211（内線1112）

人のうごき
２月１日現在
（ ）は前月比
人　口

25,641人
（－17人）

男
11,927人
（－10人）

女
13,714人
（－ 7人）

世帯数
10,855世帯
（±0世帯）

出 生 13人
死 亡 38人
転 入 57人
転 出 49人

う
ぶ
ご
え

※
敬
称
略

お
く
や
み

ご
め
い
福
をお

祈
り
い
た
し
ま
す
。

※「うぶごえ」「おくやみ」の記事は、掲載への同意があった方のみ掲載してあります。
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◇趣味は何ですか・・・

音楽鑑賞とお笑いを見ることです。

◇性格を自己分析してください・・・

人見知りしてしまうけど明るい性格です。

◇理想の異性像は・・・

優しくて動物（特に犬）が好きな人です。

◇将来の夢は・・・

養護学校の先生です。

◇最近楽しかったことは・・・・

成人式で久しぶりに友達に逢えたことです。

次は、川畑　雄典さん（潟区）あなたの番です。

たた
だだ
今今
青青
春春
！！

赤
嵜
　
ゆ
か
り
さ
ん
™0

（
て
ん
び
ん
座
・
Ａ
型
　
折
口
東
区
）

¡編集／発行　阿久根市総務課秘書広報係
〒899-1696 鹿児島県阿久根市鶴見町200番地　1（0996）73-1211

¡阿久根市ホームページ　URL＝http://www.city.akune.kagoshima.jp/古紙配合100％再生紙を使用しています。

私たち「バレエスタジオ・ツインズ」は、毎週水曜日、

鶴川内集会施設で楽しくバレエのレッスンをしています。

３歳から入会ＯＫ！年齢、性別、ブランクなど気にせず

チャレンジしてみませんか？皆様のお越しをお待ちして

います。

※問い合わせ先

バレエスタジオ・ツインズ　代表　宮牧

1６３－３９４０

サークル紹介

『子どもから大人まで楽しくレッスン！』
─ バレエスタジオ・ツインズ ─

２月の納税等
◎国民健康保険税９期、介護保険料６期
（納期２月28日まで）
納期内に納付しましょう。

税目等
市 県 民 税

固定資産税

国　保　税

軽自動車税

９期

納め忘れはありませんか

10期

納め忘れはありませんか

介護保険料 ６期

１期

２月 ３月 ４月

今
年
は
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
生
誕
250

周
年
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。
モ
ー
ツ

ア
ル
ト
の
音
楽
は
、
胎
教
に
良
い
と

か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と
か

良
く
言
わ
れ
ま
す
。

先
日
、
家
族
で
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
の

観
覧
車
に
乗
り
ま
し
た
。
観
覧
車
の

中
で
は
、
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
音
楽
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
は
、
外
を
見
て
は
大
は
し

ゃ
ぎ
。
高
い
所
が
大
の
苦
手
の
私

は
、
終
始
、
足
が
す
く
み
、
無
事
に

降
り
る
こ
と
だ
け
を
祈
っ
て
い
ま
し

た
。私

の
高
所
恐
怖
症
は
、
モ
ー
ツ
ア

ル
ト
の
調
べ
を
も
っ
て
し
て
も
克
服

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
角
島
）

季
節
の
風
景

季
節
の
風
景

豊漁と航海の安全を願う（えびす祭）「ゆえもそかーい」元気なほめ口上（倉津区　麦ほめ）


